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はじめに

『Oracle Database 2日でPHP開発者ガイド』では、開発者がPHPを使用してOracle Databaseにアクセスする方法について説明します。

ここでは、次の項目について説明します。

●     対象読者

●     ドキュメントのアクセシビリティについて

●     関連ドキュメント

●     表記規則

対象読者

『Oracle Database 2日でPHP開発者ガイド』では、PHPおよびOracle Databaseを使用したアプリケーション開発について説明します。

このマニュアルは、対象読者がSQL、PL/SQL、およびPHPについて大まかに理解していることを想定しています。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメントを簡単にご利用いただけることを目標として
います。オラクル社のドキュメントには、ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML形式のドキュ
メントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマークアップされています。標準規格は改善されつつあります。オ
ラクル社はドキュメントをすべてのお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術的な問題に対応
しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/

accessibility/を参照してください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合があります。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述
する必要があります。しかしJAWSは括弧だけの行を読まない場合があります。

外部Webサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しないWebサイトへのリンクが含まれている場合があります。オラクル社
およびその関連会社は、それらのWebサイトのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

聴覚に障害があるお客様のOracleサポート・サービスへのアクセス

Oracleサポート・サービスに連絡するには、テレコミュニケーション・リレー・サービス（TRS）を使用してOracleサポート（+1-800-223-
1711）までお電話ください。 Oracleサポート・サービスの技術者が、Oracleサービス・リクエストのプロセスに従って、技術的な問題を処理
し、お客様へのサポートを提供します。 TRSの詳細は、http://www.fcc.gov/cgb/consumerfacts/trs.htmlを参照してください。電話番号

の一覧は、http://www.fcc.gov/cgb/dro/trsphonebk.htmlを参照してください。

関連ドキュメント

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

●     『Oracle Database 2日で開発者ガイド』

●     『Oracle Database SQL言語リファレンス』
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●     『Oracle Database PL/SQL言語リファレンス』

●     『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』

●     『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』

表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。

規則 意味

太字 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語を示します。

イタリック体 イタリックは、ドキュメントのタイトル、強調またはユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを
示します。

 

サポートおよびサービス

次の各項に、各サービスに接続するためのURLを記載します。 

Oracleサポート・サービス

オラクル製品サポートの購入方法、およびOracleサポート・サービスへの連絡方法の詳細は、次のURLを参照してください。

http://www.oracle.com/lang/jp/support/index.html

製品マニュアル 

製品のマニュアルは、次のURLにあります。 

http://www.oracle.com/technology/global/jp/documentation/index.html

研修およびトレーニング

研修に関する情報とスケジュールは、次のURLで入手できます。 

http://education.oracle.com/pls/web_prod-plq-dad/db_pages.getpage?page_id=3

その他の情報

オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次のURLから参照してください。 

http://www.oracle.com/lang/jp/index.html 
http://www.oracle.com/technology/global/jp/index.html 
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注意: 

ドキュメント内に記載されているURLや参照ドキュメントには、Oracle Corporationが提供する英語の情報も含まれ
ています。日本語版の情報については、前述のURLを参照してください。  
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1 Oracle DatabaseでのPHPの導入

PHPは、HTMLに埋め込むことができることから、特にWebの開発で有効な人気の高いスクリプト言語です。 

この章の内容は次のとおりです。

●     目的

●     サンプル・アプリケーションの概要

●     リソース

目的

このマニュアルは、PHPを使用してOracle Databaseに接続する方法およびPHPを使用してデータにアクセスし、変更を行う方法を示すチュートリ
アルです。

サンプル・アプリケーションの概要

このマニュアルでは、AnyCo Corpという架空の会社で人事管理（HR）サンプル・アプリケーションを開発する手順について説明します。ここで
紹介するPHP言語では、フレームワークまたは抽象化レイヤーは使用していません。 ただし、PHPフレームワークの普及が進んでいるため、大規
模なアプリケーションを構築する場合は検討してください。

このアプリケーションでは、Oracle Databaseで用意されているHRスキーマのDEPARTMENTS表およびEMPLOYEES表に格納されている部門データ

および従業員データを管理します。 このスキーマの詳細は、『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』を参照してください。

完全なサンプル・アプリケーションでは、次のことを行います。

●     PHP OCI8拡張モジュールを使用して、データベースへの接続を確立します。

●     部門データおよび従業員データをデータベースに問い合せます。

●     データの表示およびデータ内のナビゲートを行います。

●     従業員レコードを挿入、更新および削除する方法を示します。

●     データ例外を処理します。

●     従業員写真をアップロードおよび表示します。

図1-1に、このアプリケーション用に開発したファイル間の関係を示します。

図1-1 人事管理サンプル・アプリケーションのコンポーネント
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「図1-1 人事管理サンプル・アプリケーションのコンポーネント」の説明 

 

サンプル・アプリケーションのファイルは次のとおりです。

anyco.php: このファイルには、AnyCoアプリケーションのメイン・ロジックが含まれています。表示するページを判断する制御ロジッ

クも含まれています。このファイルによって、ナビゲーション用のセッション・データが管理されます。また、anyco_cn.inc、

anyco_db.incおよびanyco_ui.incの各インクルード・ファイルの関数がコールされます。

anyco_ui.inc: このファイルには、HTMLページでデータおよびフォームを提示するために使用される関数が含まれています。

anyco_cn.inc: このファイルには、データベース接続情報、データベース・ユーザー名、パスワードおよびデータベース接続識別子の

定義が含まれています。
anyco_db.inc: このファイルには、データベース接続を作成し、問合せを実行し、データ操作文を実行するデータベース・ロジックが

含まれています。
anyco_im.php: このファイルには、JPEGイメージとして表示するために、データベース列からイメージを取り出してWebブラウザに送

信するロジックが含まれています。
style.css: このファイルには、アプリケーションで生成される様々なHTMLタグのカスケード・スタイルシート（CSS）定義が含まれてい

ます。 このファイルによって、アプリケーションのルック・アンド・フィールが管理されます。

接尾辞が.incのファイルは、他のPHPファイルにインクルードされるPHPコード・ファイルです。

接尾辞が.phpのファイルは、Webブラウザにロードできます。

PHPアプリケーション・ソース・ファイルは、PHP開発をサポートするツール（テキスト・エディタなど）で作成および編集できます。

各章で示すコードは、その前章で作成したファイルに基づいています。

リソース

次のOTN（Oracle Technology Network）のWebサイトでは、ユーザーにとって有効な追加情報が提供されています。

●     PHP Developer Center

http://www.oracle.com/technology/tech/php/index.html
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●     Oracle Databaseドキュメント・ライブラリ

http://www.oracle.com/technology/documentation

●     Oracle SQL Developer Center

http://www.oracle.com/technology/products/database/sql_developer/
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2 事前準備

この章では、Oracle DatabaseおよびPHP環境をインストールし、テストする方法について説明します。 内容は次のとおりです。

●     必要なもの

●     Oracle Databaseのインストール

●     Apache HTTPサーバーのインストール

●     PHPのインストール

●     PHPインストールのテスト

必要なもの

Oracle DatabaseおよびPHP環境をインストールするには、次のものが必要です。

●     Oracle Databaseサーバー（このチュートリアル用のサンプル・データを含む）

●     Oracle Databaseクライアント・ライブラリ（Oracle Databaseソフトウェアに含まれている。また、Oracle Instant Clientを使用し
てインストール可能）

●     Apache HTTPサーバー（通常は、Linuxコンピュータにすでにインストール済）

●     PHP（PHP Hypertext Preprocessor）

●     PHPコードを編集するためのテキスト・エディタ。 オプションのPHP拡張モジュールに対応しているコード・エディタ（Oracle 
JDeveloperなど）も使用できます。

Oracle Databaseのインストール

Oracle Databaseサーバーをコンピュータにインストールする必要があります。 このチュートリアルで使用するサンプル・データは、デフォル
トでインストールされます。 これがサンプル・スキーマのHRコンポーネントとなります。

このチュートリアルでは、Oracle SQL Developerがデータベース・タスクの実行に使用するグラフィカル・ユーザー・インタフェースとなりま
す。 Oracle SQL Developerは、データベース開発用の無料のグラフィカルなツールです。

 

参照:

●     HRサンプル・スキーマの詳細は、『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』を参照してください。

●     Oracle SQL DeveloperのWebページ

http://www.oracle.com/technology/products/database/sql_developer/

 

HRユーザーのロック解除
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PHPアプリケーションは、HRユーザーとしてデータベースに接続します。 DBA権限を持つユーザーとして、HRアカウントをロック解除する必要が

ある場合があります。 HRユーザーをロック解除するには、次の手順を実行します。

1.  SQL Developerを起動し、Oracle Databaseへの接続をオープンします。

2.  systemユーザーとしてOracleデータベースにログインします。

3.  SQLワークシートまたはSQL*Plusを開き、次のSQL文を実行します。

alter user hr account unlock;

 
chap2_unlock.gifの説明 

 

Oracle Databaseアカウントのロック解除の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』の第6章「ユーザーおよびセキュリティの管
理」を参照してください。

 

参照:

●     Oracle Databaseドキュメント

http://www.oracle.com/technology/documentation

 

Apache HTTPサーバーのインストール

PHPをインストールする前に、Apacheをインストールする必要があります。 通常、ApacheはLinuxコンピュータにデフォルトでインストールされ
ています。 Apacheソフトウェアをダウンロードする前に、「LinuxでのApacheインストールのテスト」を参照してください。

WindowsまたはLinux用のApache HTTPサーバーを入手するには、次の手順を実行します。

1.  Webブラウザに次のURLを入力します。

http://httpd.apache.org/download.cgi
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2.  Windowsの場合は、apache_2.2.12-win32-x86-no_ssl.msiをクリックします。 Linuxの場合は、httpd-2.2.12.tar.bz2をクリックします。

3.  ダウンロードしたファイルを一時ディレクトリ（Windowsの場合はc:¥tmp、Linuxの場合は¥tmp）に保存します。

WindowsでのApacheのインストール

この項では、WindowsにApache HTTPサーバーをインストールする方法について説明します。

ファイル名および抽出ディレクトリは、現行バージョンに基づいて決定されます。 この手順では、インストールしているバージョンのディレク
トリ名を使用するようにしてください。

Apacheをインストールするには、管理者ユーザーである必要があります。

Apacheをインストールするには、ファイルをダブルクリックし、ウィザードに従います。

デフォルトのインストール・ディレクトリは、一般的にC:¥Program Files¥Apache Groupです。 チュートリアルの例は、このディレクトリを

前提としています。 別のディレクトリにインストールする場合は、ディレクトリに注意して、チュートリアルで示されるパスを読み替える必要
があります。

WindowsでのApacheの起動と停止

「スタート」メニュー・オプションを使用して、Apacheを起動できます。 コンソール・ウィンドウが開き、エラー・メッセージがあれば表示さ

れます。 エラー・メッセージは、C:¥Program Files¥Apache Group¥Apache2¥logs¥error.logにも書き込まれる場合があります。

ApacheMonitorユーティリティを使用して、Apacheを起動することもできます。 ApacheMonitorユーティリティはシステム・トレイにアイコンで
表示されます。または、Apache binディレクトリに移動してApacheMonitor.exeをダブルクリックして使用します。 デフォルトのインストー

ルでは、Apacheのbinディレクトリはc:¥Program Files¥Apache Group¥Apache2¥binです。

Windowsのサービスを使用して、Apacheを起動することもできます。 Windowsのサービスにアクセスするには、Windowsの「スタート」メニュー

で、「スタート」→「コントロール パネル」→「管理ツール」→「サービス」を選択します。 「標準」タブを選択します。 「Apache2 HTTP 

Server」を右クリックし、「再起動」を選択します。

エラーが発生した場合は、httpd.confおよびphp.iniファイルを再確認します。

WindowsでのApacheインストールのテスト

Apache HTTPサーバーのインストールをテストするには、次の手順を実行します。

1.  ApacheをインストールしたコンピュータでWebブラウザを起動します。

2.  次のURLを入力します。

http://localhost/

Webブラウザに、次のようなページが表示されます。
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chap2_test_install_013.gifの説明 

 

このページが表示されない場合は、Apache構成を確認します。 一般的な問題としては、Apacheが実行されていない、Apacheがデフォ
ルト以外のポートをリスニングしているなどの問題が考えられます。

LinuxでのApacheのインストール

この項では、LinuxにApache HTTPサーバーをインストールする方法について説明します。

ファイル名および抽出ディレクトリは、現行バージョンに基づいて決定されます。 この手順では、インストールしているバージョンのディレク
トリ名を使用するようにしてください。

通常、ApacheはLinuxにすでにインストールされています。 「LinuxでのApacheインストールのテスト」の後にApacheがインストールされていな

いことがわかった場合、次の手順を実行してApache HTTPサーバーをインストールします。

1.  httpd-2.2.12.tar.bz2ファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。

2.  rootユーザーとしてログインし、次のコマンドを実行します。

# tar -jxvf httpd-2.2.12.tar.bz2
# cd httpd-2.2.12
# export ORACLE_HOME=/usr/lib/oracle/app/oracle/product/10.2.0/server
# ./configure ¥
        --prefix=/usr/local/apache ¥
        --enable-module=so  ¥
# make
# make install

--enable-module=soオプションは、PHPをDynamic Shared Object（DSO）としてコンパイルすることを許可します。 --prefix=オ

プションは、make installコマンドで使用されるApacheインストール・ディレクトリを設定します。

LinuxでのApacheの起動と停止

apachectlスクリプトを使用して、Apacheを起動および停止します。

Apacheを起動するには、次のapachectlスクリプトを実行します。
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# /usr/local/apache/bin/apachectl start

Apacheを停止するには、次のapachectlスクリプトを実行します。

# /usr/local/apache/bin/apachectl stop

Apacheを起動する場合、ORACLE_HOMEが定義されている必要があります。 他の必須のOracle環境変数も、Apacheの起動前に設定されている必要
があります。 これらは、$ORACLE_HOME/bin/oracle_env.shスクリプトまたは/usr/local/bin/oraenvスクリプトで設定される変数と同じ

です。

次のように、Apacheを起動する便利なスクリプトを作成できます。

#!/bin/sh
ORACLE_HOME=/usr/lib/oracle/app/oracle/product/10.2.0/server
export ORACLE_HOME
echo "Oracle Home: $ORACLE_HOME"
echo Starting Apache
/usr/local/apache/bin/apachectl start

LinuxでのApacheインストールのテスト

Apache HTTPサーバーのインストールをテストするには、次の手順を実行します。

1.  ApacheをインストールしたホストでWebブラウザを起動し、次のURLを入力します。

http://localhost/

Webブラウザに、次のようなページが表示されます。

 
chap2_install_001.gifの説明 

 

このページが表示されない場合は、Apache構成を確認します。 一般的な問題としては、Apacheが実行されていない、Apacheがデフォ
ルト以外のポートをリスニングしているなどの問題が考えられます。
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2.  PHPファイルにアクセスできるようにするために、デフォルトのApache HTTPサーバー構成ファイルにパブリック仮想ディレクトリを
public_htmlと設定します。 任意のエディタを使用してApache構成ファイル/etc/httpd/conf/httpd.conf（Linuxにインストー

ルした場合は、ディレクトリが異なることがあります）を開き、次の行の先頭にあるシャープ記号（#）を削除します。

    UserDir public_html

この例では、Apache httpd.confファイルに次の行が含まれています。

<IfModule mod_userdir.c>
    #
    # UserDir is disabled by default since it can confirm the presence
    # of a username on the system (depending on home directory
    # permissions).
    #
    #UserDir disable

    #
    # To enable requests to /~user/ to serve the user's public_html
    # directory, remove the "UserDir disable" line above, and uncomment
    # the following line instead:
    #
    UserDir public_html
</IfModule>

これによって、Webブラウザで、システムの登録ユーザーを使用してHTTPリクエストを作成し、そのユーザーの$HOME/public_html

ディレクトリにあるファイルを処理できるようになります。 次に例を示します。

http://localhost/~user/

3.  新しいApache構成ファイルを使用するには、コマンド・ウィンドウに次のコマンドを入力してApacheを再起動します。

su -
Password: <enter your su (root) password>
apachectl restart

 
chap2_install_002.gifの説明 

 

Apache HTTPサーバーが起動しない場合は、エラー・ログ・ファイルを調べて原因を特定します。 構成エラーである可能性がありま
す。

4.  コマンド・ウィンドウに次のコマンドを入力して、（root以外で）ログインし、$HOMEディレクトリにpublic_htmlサブディレクト

リを作成します。

mkdir $HOME/public_html
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chap2_install_003.gifの説明 

 

PHPのインストール

WindowsまたはLinux用のPHPを入手するには、次の手順を実行します。

1.  Webブラウザに次のURLを入力します。

http://www.php.net/downloads.php

2.  Windowsの場合は、「Windows Binaries」の下の「5.2.10 zip package」をクリックします。 Linuxの場合は、「Complete Source 

Code」の下の「php-5.2.10.tar.bz2」をクリックします。

3.  ダウンロードしたファイルを一時ディレクトリ（Windowsの場合はc:¥tmp、Linuxの場合は¥tmp）に保存します。

WindowsでのPHPのインストール

この項では、WindowsにPHPをインストールする方法について説明します。

ファイル名および抽出ディレクトリは、現行バージョンに基づいて決定されます。 この手順では、インストールしているバージョンのディレク
トリ名を使用するようにしてください。

PHPをインストールするには、管理者ユーザーである必要があります。 PHPをインストールするには、次の手順を実行します。

1.  Windowsのエクスプローラで、PHP 5.2.10 zipファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。

2.  C:¥php-5.2.10というディレクトリにPHPパッケージを解凍します。

3.  php.ini-recommendedをC:¥Program Files¥Apache Group¥Apache2¥conf¥php.iniにコピーします。

4.  php.iniを編集して、次の変更を行います。

❍     extension_dirをC:¥php-5.2.10¥extに変更します。このディレクトリにはphp_oci8.dllなどのPHP拡張モジュールが

含まれています。

❍     行頭のセミコロンを削除します。

extension=php oci8.dll

❍     PHPディレクティブdisplay_errorsをOnに設定します。 この設定は、テスト時にコードの問題点の確認に役立ちます。

5.  ファイルhttpd.confを編集して、次の行を追加します。 必ず、バックスラッシュ（¥）ではなくスラッシュ（/）を使用してくださ

い。

        #
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        # This will load the PHP module into Apache
        #
        LoadModule php5_module c:/php-5.2.10/php5apache2.dll

        #
        # This next section will call PHP for .php, .phtml, and .phps files
        #
        AddType application/x-httpd-php .php
        AddType application/x-httpd-php .phtml
        AddType application/x-httpd-php-source .phps

        #
        # This is the directory containing php.ini
        #
        PHPIniDir "C:/Program Files/Apache Group/Apache2/conf"

6.  Apacheサーバーを再起動すると、PHPインストールのテストが可能になります。

「スタート」メニュー・オプションを使用して、Apacheを起動できます。 コンソール・ウィンドウが開き、エラー・メッセージがあ

れば表示されます。 エラー・メッセージは、C:¥Program Files¥Apache Group¥Apache2¥logs¥error.logにも書き込まれる場合

があります。

ApacheMonitorユーティリティを使用して、Apacheを起動することもできます。 ApacheMonitorユーティリティはシステム・トレイに
アイコンで表示されます。または、Apache binディレクトリに移動してApacheMonitor.exeをダブルクリックして使用します。 デ

フォルトのインストールでは、Apacheのbinディレクトリはc:¥Program Files¥Apache Group¥Apache2¥binです。

Windowsのサービスを使用して、Apacheを起動することもできます。 Windowsのサービスにアクセスするには、Windowsの「スタート」
メニューで、「スタート」→「コントロール パネル」→「管理ツール」→「サービス」を選択します。 「標準」タブを選択します。 

「Apache2 HTTP Server」を右クリックし、「再起動」を選択します。

エラーが発生した場合は、httpd.confおよびphp.iniファイルを再確認します。

LinuxでのPHPのインストール

この項では、LinuxにPHPをインストールする方法について説明します。

ファイル名および抽出ディレクトリは、現行バージョンに基づいて決定されます。 この手順では、インストールしているバージョンのディレク
トリ名を使用するようにしてください。

PHPをインストールするには、次の手順を実行します。

1.  php-5.2.10.tar.bz2ファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。

2.  rootユーザーとしてログインし、次のコマンドを実行します。

# tar -jxvf php-5.2.10.tar.bz2
# cd php-5.2.10
# export ORACLE_HOME=/usr/lib/oracle/app/oracle/product/10.2.0/server
# ./configure ¥
        --with-oci8=$ORACLE_HOME ¥
        --with-apxs2=/usr/local/apache/bin/apxs ¥
        --with-config-file-path=/usr/local/apache/conf ¥
        --enable-sigchild
# make
# make install

ORACLE_HOMEの値を確認して、Oracleのバージョンとインストールが反映されていることを確認します。

ファイアウォールの内側にいる場合、make installを実行する前に環境変数http_proxyを使用しているプロキシ・サーバーに設定

する必要があります。 この設定によって、PHPのPEARコンポーネントのインストールが可能になります。
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3.  PHPの提供する初期化ファイルをコピーします。

# cp php.ini-recommended /usr/local/apache/conf/php.ini

このphp.iniは、テスト時にコードの問題点を確認できるように、PHPディレクティブdisplay_errorsをOnに設定する際に役立ちま

す。

4.  /usr/local/apache/conf/httpd.confのApacheの構成ファイルを編集して、次の行を追加します。

#
# This next section will call PHP for .php, .phtml, and .phps files
#
AddType application/x-httpd-php .php
AddType application/x-httpd-php .phtml
AddType application/x-httpd-php-source .phps

#
# This is the directory containing php.ini
#
PHPIniDir "/usr/local/apache/conf"

PHPのインストールでLoadModule行が挿入されていなかった場合は、次のように追加します。

LoadModule php5_module modules/libphp5.so

5.  PHPインストールをテストするために、次のコマンドを実行してApacheサーバーを再起動します。

# /usr/local/apache/bin/apachectl start

エラーが発生した場合は、画面に表示されます。 エラーは、/usr/local/apache/logs/error_logにも書き込まれる場合がありま

す。 問題があった場合は、httpd.confおよびphp.iniを再確認します。

PHPインストールのテスト

PHPのインストールをテストするには、次の手順を実行します。

1.  chap2というサブディレクトリを作成します。 アプリケーション・ファイル用のディレクトリを作成し、新しく作成したディレクト

リに変更するには、コマンド・ウィンドウに次のコマンドを入力します。

Windowsの場合:

mkdir "c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap2"
cd c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap2

Linuxの場合:

mkdir $HOME/public_html/chap2
cd $HOME/public_html/chap2

別の場所にファイルを作成する場合は、作業ディレクトリ名およびURLと一致するように、ファイルの編集および実行の手順を変更す
る必要があります。

2.  次のHTMLテキストを含むhello.phpというファイルを作成します。

<?php
  echo "Hello, world!";
?>
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3.  Webブラウザを開き、次のURLを入力します。

Windowsの場合:

http://localhost/chap2/hello.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap2/hello.php

ブラウザに「Hello, world!」という行が表示されます。

 
chap2_hello_001.gifの説明 
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3 接続

この章では、Oracle Databaseへの接続および切断を行うPHP関数を実装するHRアプリケーション・ファイルを作成します。 また、問合せを実行
してデータベース接続が正常に確立されたことを確認できるPHP関数も開発します。

この章では、関数をコールして「Departments」ページのヘッダーおよびフッターを生成するPHPファイルを作成および変更する手順についても
説明します。「Departments」ページのフッター・セクションには日時が含まれています。

この章の内容は次のとおりです。

●     「Departments」ページの構築

●     データベースへの接続

●     データベースからの切断

 

注意:
ここでは、わかりやすくするために、サンプル・アプリケーション・コードにユーザー名およびパスワードが書
き込まれています。デプロイするアプリケーションでは、アプリケーションのソース・コードにユーザー名およ
びパスワードの文字列を直接コーディングしないことをお薦めします。ユーザーにユーザー名およびパスワード
の入力を求めるダイアログ・ボックスを実装する方法などのより安全な方法を使用することをお薦めします。 

セキュリティ機能およびセキュリティ・プラクティスの詳細は、ޡOracle Databaseޢ࠼ࠗࠟ࡮ࠖ࠹࡝ࡘࠠ࠮およ
び開発環境のドキュメントを参照してください。

 

「Departments」ページの構築

この項では、アプリケーションの最初の画面用の関数およびスタイルを作成します。

「Departments」ページを構築するには、次の手順を実行します。

1.  アプリケーション・ファイル用のディレクトリを作成し、新しく作成したディレクトリに変更するには、コマンド・ウィンドウに次の
コマンドを入力します。

Windowsの場合:

mkdir c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap3
cd c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap3

Linuxの場合:

mkdir $HOME/public_html/chap3
cd $HOME/public_html/chap3

別の場所にファイルを作成する場合は、作業ディレクトリ名およびURLと一致するように、ファイルの編集および実行の手順を変更す
る必要があります。

2.  アプリケーション・ユーザー・インタフェースの開発を開始するには、任意のテキスト・エディタを使用してanyco_ui.incという

ファイルを作成し、ui_print_header()とui_print_footer()の2つの関数をそれぞれのパラメータとともにそのファイルに含め

て、アプリケーションのWebページでヘッダー・セクションおよびフッター・セクションの一貫性を保持できるようにします。
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<?php

function ui_print_header($title)
{
  $title = htmlentities($title);
  echo <<<END
  <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01//EN"
     "http://www.w3.org/TR/html4/strict.dtd">
  <html>
  <head>
    <meta http-equiv="Content-Type"
          content="text/html; charset=ISO-8859-1">
    <link rel="stylesheet" type="text/css" href="style.css">
    <title>Any Co.: $title</title>
  </head>
  <body>
  <h1>$title</h1>
END;
}

function ui_print_footer($date)
{
  $date = htmlentities($date);
  echo <<<END
  <div class="footer">
    <div class="date">$date</div>
    <div class="company">Any Co.</div>
  </div>
END;
}

?>

❍     このアプリケーション設計では、PHP関数定義を使用して、再利用可能なコードをモジュール化します。

❍     anyco_ui.incの各関数では、ヒア・ドキュメントというPHPの言語要素を使用します。 これによって、次の2行間に任意

のサイズのHTML形式のテキストを配置できます。

echo <<<END
END;

❍     END;行の先頭には空白を配置しないでください。配置すると、残りのドキュメントが、出力対象テキストの一部として処

理されます。

❍     ヒア・ドキュメントの本体内に記述されているすべてのPHPパラメータ（$titleや$dateなど）は、それぞれの値に置き換

えられます。

❍     PHP関数htmlentities()は、ユーザー指定のテキストに誤ってHTMLマークアップが含まれ、出力形式に影響を与えるのを

防ぐために使用します。

3.  PHPファイルでは、ブラウザでのHTMLの表示スタイルを指定するためにstyle.cssというカスケード・スタイルシート（CSS）・ファ

イルが使用されます。

chap3ディレクトリに、次のCSSテキストを含むstyle.cssファイルを作成します。

body
{ background: #CCCCFF;
  color:      #000000;
   }

h1
{ border-bottom: solid #334B66 4px;
  font-size: 160%; }

table
{ padding: 5px; }

td
{ border: solid #000000 1px;
  text-align: left;
  padding: 5px; }
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th
{ text-align: left;
  padding: 5px; }

.footer
{ border-top: solid #334B66 4px;
  font-size: 90%; }

.company
{ padding-top: 5px;
  float: right; }

.date
{ padding-top: 5px;
  float: left; }

4.  ユーザー・インタフェース関数をコールするには、次のテキストを含むanyco.phpファイルを作成します。

<?php

require('anyco_ui.inc');

ui_print_header('Departments');
ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));

?>

PHPコマンドrequire()は、anyco_ui.incをインクルードするために使用します。新しい関数をコールしてHTML出力を生成できま

す。

5.  anyco.phpファイルをテストするには、ブラウザに次のURLを入力します。

Windowsの場合:

http://localhost/chap3/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap3/anyco.php

生成されるWebページは、次のようになります。

 
chap3_test_install_005.gifの説明 

 

日時がページのフッター・セクションに表示されます。

データベースへの接続

この項では、部門データを表示できるように「Departments」画面にデータベース接続を追加します。

アプリケーションにデータベース接続を追加するには、次の手順を実行します。

データベース接続を確立するには、次の3つの文字列パラメータを指定したoci_connect()関数を使用します。
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$conn = oci_connect($username, $password, $db)

1つ目および2つ目のパラメータはそれぞれデータベース・ユーザー名およびパスワードです。3つ目のパラメータはデータベース接続識別子で
す。oci_connect()関数は、他のOCI8コールに必要な接続リソースを戻します。ただし、エラーが発生した場合はFALSEを戻します。 戻された

接続識別子は、$connという変数に格納されます。

1.  次のパラメータ値が指定されているデータベース接続を追加するためにanyco.phpファイルを編集します。

❍     ユーザー名はhrです。

❍     この例のパスワードはhrです。実際には、HRユーザーの実際のパスワードを使用してください。

❍     Oracle接続識別子は//localhost/orclです。

2.  oci_connect()コールが使用可能なデータベース接続を戻すことを検証するためにanyco.phpファイルを編集します。oci_connect

()へのコールで取得したデータベース接続識別子およびDEPARTMENTS表のすべての行を選択する問合せ文字列の2つのパラメータをと

るdo_query()関数を記述します。

3.  問合せを実行するための準備を整えるためにanyco.phpファイルを編集します。oci_parse()コールを追加します。oci_parse()関

数には、接続識別子および問合せ文字列の2つのパラメータが含まれています。この関数は、問合せを実行し、生成されたデータ行を
フェッチするために必要な文識別子を戻します。 エラーが発生した場合は、FALSEを戻します。

4.  問合せを実行するためにanyco.phpファイルを編集します。oci_execute()関数へのコールを追加します。oci_execute()関数は、1

つ目のパラメータに指定された文識別子に関連付けられている文を実行します。2つ目のパラメータには、実行モードを指定します。
OCI_DEFAULTは、文を自動的にコミットしないことを示すために使用します。デフォルトの実行モードはOCI_COMMIT_ON_SUCCESS

です。 oci_execute()関数は、正常に完了した場合はTRUEを戻し、そうでない場合はFALSEを戻します。

5.  実行した問合せに対して生成されるすべての行をフェッチするためにanyco.phpファイルを編集します。whileループおよび

oci_fetch_array()関数へのコールを追加します。oci_fetch_array()関数は、結果データの次の行を戻します。次の行が存在し

ない場合は、FALSEを戻します。 oci_fetch_array()関数の2つ目のパラメータOCI_RETURN_NULLSは、NULLデータベース・フィー

ルドがPHP NULL値として戻されることを示しています。

データの各行は数値配列として戻されます。コードでは、配列のループにPHPのforeach構文が使用され、各列値が表の行要素内の

HTML表セルに出力されます。列値がNULLの場合は、改行なしスペースが出力されます。それ以外の場合は、列値が出力されます。

手順1～5までの編集を終えると、anyco.phpファイルは次のようになります。

<?php // File: anyco.php

require('anyco_ui.inc');

// Create a database connection
$conn = oci_connect('hr', 'hr', '//localhost/orcl');

ui_print_header('Departments');
do_query($conn, 'SELECT * FROM DEPARTMENTS');
ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));

// Execute query and display results 
function do_query($conn, $query)
{
  $stid = oci_parse($conn, $query);
  $r = oci_execute($stid, OCI_DEFAULT);

  print '<table border="1">';
  while ($row = oci_fetch_array($stid, OCI_ASSOC+OCI_RETURN_NULLS)) {
    print '<tr>';
    foreach ($row as $item) {
      print '<td>'.
            ($item!== null ? htmlentities($item) : '&nbsp;').'</td>';
    }
    print '</tr>';
  }
  print '</table>';
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}

?>

6.  anyco.phpに行った変更をテストするために、変更後のanyco.phpファイルを保存します。 ブラウザのウィンドウに、次のURLを入

力します。

Windowsの場合:

http://localhost/chap3/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap3/anyco.php

ブラウザ・ウィンドウに、次のようなページが戻されます。

 
chap3_db_connect_001.gifの説明 

 

EMPLOYEESのデータを問い合せる場合は、do_query()関数コールの問合せを次のように変更することもできます。

do_query($conn, 'SELECT * FROM EMPLOYEES');

接続で問題が発生した場合

ユーザー名、パスワードおよび接続文字列が有効であることを確認します。 接続文字列//localhost/orclで、Oracle簡易接続構文を使用しま

す。Oracle Net tnsnames.oraファイルを使用して接続先のデータベースを指定する場合は、oci_connect()関数の3つ目のパラメータとして

ネットワーク別名を使用します。

エラーが表示されていない場合は、PHPディレクティブdisplay_errorsをONに設定し、error_reportingディレクティブをE_ALL|E_STRICT

に設定します。

PHPコードに問題があり、デバッガを使用していない場合は、PHPのvar_dump()関数を使用して変数を調べることができます。次に例を示しま

す。

print '<pre>';
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var_dump($r);
print '</pre>';

他の接続方法

一部のアプリケーションでは、永続接続を使用すると、スクリプトがコールされるたびに再接続する必要がなくなるため、パフォーマンスが向
上します。この場合、Apacheの構成によっては、多くのデータベース接続が同時にオープンしたままになることがあります。 接続のパフォーマ
ンス上のメリットとデータベース・サーバーで発生するオーバーヘッドとのバランスをとる必要があります。

永続接続は、OCI8のoci_pconnect()関数によって確立されます。PHP初期化ファイルの設定を使用すると、永続接続の存続時間を制御できま

す。 この設定には、次のものが含まれています。

oci8.max_persistent: プロセスごとの永続接続の数を制御します。

oci8.persistent_timeout: プロセスでアイドル状態の永続接続が保持される時間（秒単位）を指定します。

oci8.ping_interval: 永続接続をpingしてその妥当性を確認する前に待機する必要がある時間（秒単位）を指定します。

詳細は、次のPHPのリファレンス・マニュアルを参照してください。

http://www.php.net/manual/en/ref.oci8.php

接続プーリングの詳細は、ޡOracle Call Interfaceޢ࠼ࠗࠟ࡮࠭࡯ࡑ࡜ࠣࡠࡊおよびޡOracle Database Net Services▤ℂ⠪ࠟࠗޢ࠼のOCIߢ
。に関する項を参照してくださいࠣࡦ࡝࡯ࡊ⛯ធߩ

データベースからの切断

PHPエンジンは、永続接続が確立されていないかぎり、スクリプトの終了時に自動的にデータベース接続をクローズします。 明示的に非永続
データベース接続をクローズする場合は、oci_connect()コールによって戻される接続識別子でoci_close() OCI関数をコールできます。次に

例を示します。

<?php

$conn = oci_connect('hr', '<your_password>', '//localhost/orcl');
...
oci_close($conn);

...

?>

PHPは変数の追跡に参照カウント・メカニズムを使用するため、接続を参照するすべてのPHP変数の設定が解除されるか、変数のスコープ外に出
るまで、実際にはデータベース接続が閉じられない場合があります。

26

http://www.php.net/manual/en/ref.oci8.php


4 データの問合せ

この章では、「Departments」ページに情報を追加して、第3章で作成したAnyco HRアプリケーションを拡張します。また、特定の部門の従業員
レコードに対して問合せ、挿入、更新および削除を行う機能も実装します。

この章の内容は次のとおりです。

●     データベース・アプリケーション・ロジックの集中化

●     バインド変数を使用した問合せの作成

●     データベース・レコードのナビゲート

●     基本的な「Departments」ページの拡張

データベース・アプリケーション・ロジックの集中化

この項では、PHPアプリケーションにインクルードできるようにデータベース・アクセス・ロジックを個別のファイルに移動することによって、
アプリケーション・コードを変更します。

1.  第3章で作成したファイルをchap4という新しいディレクトリにコピーし、新しく作成したディレクトリに移動します。

Windowsの場合:

mkdir c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap4
cd c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap4
copy ..¥chap3¥* .

Linuxの場合:

mkdir $HOME/public_html/chap4
cd $HOME/public_html/chap4
cp ../chap3/* .

2.  任意のエディタを使用して、anyco_cn.incというファイルを作成し、データベース接続情報の名前付き定数を定義します。 この

ファイルを使用すると、接続情報を1箇所で変更できます。

<?php // File: anyco_cn.inc

define('ORA_CON_UN', 'hr');             // User name
define('ORA_CON_PW', 'hr');             // Password
define('ORA_CON_DB', '//localhost/orcl'); // Connection identifier

?>

ここでは、わかりやすくするために、サンプル・アプリケーション・コードにユーザー名およびパスワードが書き込まれています。デ
プロイするアプリケーションでは、アプリケーションのソース・コードにユーザー名およびパスワードの文字列を直接コーディングし
ないことをお薦めします。ユーザーにユーザー名およびパスワードの入力を求めるダイアログ・ボックスを実装する方法などのより安
全な方法を使用することをお薦めします。

セキュリティ機能およびセキュリティ・プラクティスの詳細は、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』および開発環境のドキュ
メントを参照してください。

3.  データベース接続の作成、問合せの実行およびデータベースからの切断を実行する関数を宣言するanyco_db.incというファイルを作

成します。 db_error ()という追加の関数をコールすることによって管理されるエラー処理を含む次のロジックを使用します。
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<?php  // File: anyco_db.inc

function db_connect()
{
  // use constants defined in anyco_cn.inc
  $conn = oci_connect(ORA_CON_UN, ORA_CON_PW, ORA_CON_DB);
  if (!$conn) {
    db_error(null, __FILE__, __LINE__);
  }
  return($conn);
}

function db_do_query($conn, $statement)
{
  $stid = oci_parse($conn, $statement);
  if (!$stid) {
    db_error($conn, __FILE__, __LINE__);
  }

  $r = oci_execute($stid, OCI_DEFAULT);
  if (!$r) {
    db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
  }
 $r = oci_fetch_all($stid, $results, null, null,
                     OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW);
  return($results);
}

// $r is the resource containing the error.
// Pass no argument or false for connection errors

function db_error($r = false, $file, $line)
{
  $err =  $r ? oci_error($r) : oci_error();

  if (isset($err['message'])) {
    $m = htmlentities($err['message']);
  }
  else {  
    $m = 'Unknown DB error';
  }

  echo '<p><b>Error</b>: at line '.$line.' of '.$file.'</p>';
  echo '<pre>'.$m.'</pre>';

  exit;
}

?>

この例のdb_do_query()関数では、oci_fetch_all() OCI8関数を使用します。 oci_fetch_all()関数は、次の5つのパラメータを

とります。

❍     $stid（実行する文の文識別子）。

❍     $results（問合せで戻されたデータが格納される出力配列変数）。

❍     3つ目のパラメータは最初にスキップする行数を示し、NULLの場合は無視されます。

❍     4つ目のパラメータはフェッチする最大行数を示し、NULLの場合は無視されます。この場合、問合せに該当するすべての行

が戻されます。この例では、結果セットが大きくないため、それでも問題ありません。

❍     最後のパラメータ・フラグOCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROWは、$results配列内のデータが行ごとに編成され、各行に列値

の配列が含まれていることを示します。値がOCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMNの場合、$results配列は列ごとに編成さ

れ、各列エントリに各行の列値の配列が含まれます。このフラグに選択する値は、ロジックでデータを処理する方法によっ
て異なります。

結果配列の構造を調べるには、問合せの実行後、PHPのvar_dump()関数を使用します。 これはデバッグに有効です。次に例を示しま

す。
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print '<pre>';
var_dump($results);
print '</pre>';

db_error()関数は、3つの引数をとります。$rパラメータには、接続エラーを取得する場合はfalseまたはNULLを指定し、接続リソー

スまたは文リソースに関連するエラーを取得する場合はそのリソースを指定できます。$file値および$line値には__FILE__および

__LINE__を実際のパラメータとして使用してそれぞれ値が移入されるため、データベース・エラーのレポート元のソース・ファイル

および行をエラー・メッセージに表示できます。 これによって、エラーの原因を簡単に追跡できるようになります。

db_error()関数は、oci_error()関数をコールしてデータベース・エラー・メッセージを取得します。

db_error()関数は、メッセージを出力する前にisset()関数をコールします。 isset()関数は、データベース・エラー構造のメッ

セージ・コンポーネントが設定されているかどうか、またはエラーが不明なものであるかどうかを確認します。

4.  anyco_ui.incを編集します。 DEPARTMENTS表の問合せから1行取得した結果をHTML表形式に設定するには、次の関数を挿入しま

す。

function ui_print_department($dept)
{
  if (!$dept) {
    echo '<p>No Department found</p>';
  }
  else {
    echo <<<END
  <table>
  <tr>
    <th>Department<br>ID</th>
    <th>Department<br>Name</th>
    <th>Manager<br>Id</th>
    <th>Location ID</th>
  </tr>
  <tr>
END;
    echo '<td>'.htmlentities($dept['DEPARTMENT_ID']).'</td>';
    echo '<td>'.htmlentities($dept['DEPARTMENT_NAME']).'</td>';
    echo '<td>'.htmlentities($dept['MANAGER_ID']).'</td>';
    echo '<td>'.htmlentities($dept['LOCATION_ID']).'</td>';
    echo <<<END
  </tr>
  </table>
END;
  }
}

第3章で説明したように、END;行の先頭には空白を配置しないでください。配置すると、残りのドキュメントが、出力対象テキストの

一部として処理されます。

5.  anyco.phpファイルを編集します。anyco_ui.incおよびanyco_db.incファイルをインクルードし、次のコードを使用して、

department_idが80の部門の情報を問い合せて表示するデータベース関数をコールします。 ファイルは、次のようになります。

<?php // File: anyco.php

require('anyco_cn.inc');
require('anyco_db.inc');
require('anyco_ui.inc');

$query =
  'SELECT   department_id, department_name, manager_id, location_id
   FROM     departments
   WHERE    department_id = 80';

$conn = db_connect();

$dept = db_do_query($conn, $query);
ui_print_header('Departments');
ui_print_department($dept[0]);
ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));

?>
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6.  アプリケーションに対して行った変更をテストするには、ブラウザのウィンドウに次のURLを入力します。

Windowsの場合:

http://localhost/chap4/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap4/anyco.php

ブラウザ・ウィンドウに、次のようなページが戻されます。

 
chap4_db_connect_002.gifの説明 

 

バインド変数を使用した問合せの作成

WHERE句に値を含めた問合せを使用すると有効な場合があります。ただし、問合せの条件値が変更される可能性が高い場合は、問合せに値をエン
コードするのは適切ではありません。 バインド変数を使用することをお薦めします。

バインド変数は、問合せ内でコロンの後に指定するシンボリック名で、リテラル値のプレースホルダとして動作します。 たとえば、anyco.php

ファイルに作成した問合せ文字列は、バインド変数:didを使用して次のように記述しなおすことができます。

$query =
  'SELECT   department_id, department_name, manager_id, location_id
   FROM     departments
   WHERE    department_id = :did';

バインド変数を使用してSQL文をパラメータ化すると、次のメリットがあります。

●     コードを変更せずに様々な入力値で文を再利用できます。

●     Oracle Databaseでは、以前に同じ問合せ文字列を呼出したときの解析情報を再利用できるため、サーバーの問合せ解析時間が短縮さ
れ、問合せのパフォーマンスが向上します。

●     SQLインジェクションというセキュリティの問題に対する保護機能があります。

●     ユーザー入力で、引用符を特別に処理する必要はありません。

問合せでバインド変数を使用する場合は、問合せを実行する前に、PHPコードで、問合せで使用している各バインド変数（プレースホルダ）に実
際の値を関連付ける必要があります。このプロセスは、ランタイム・バインディングと呼ばれます。

PHPアプリケーションで問合せのバインド変数を使用できるようにするには、PHPアプリケーション・コードに対して次の変更を行います。
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1.  anyco.phpファイルを編集します。 バインド変数が使用されるように問合せを変更し、バインド変数に関連付ける値を格納するため

の配列を作成して、db_do_query()関数に$bindargs配列を渡します。

<?php // File: anyco.php
...

$query =
'SELECT   department_id, department_name, manager_id, location_id
 FROM     departments
 WHERE    department_id = :did';

$bindargs = array();
// In the $bindargs array add an array containing
// the bind variable name used in the query, its value, a length
array_push($bindargs, array('DID', 80, -1));

$conn = db_connect();
$dept = db_do_query($conn, $query, $bindargs);

...
?>

この例では、DIDというバインド変数は、パラメータ化した問合せの入力引数であり、値80に関連付けられています。このバインド変
数の値は、後で動的に決定されます。また、OCI8レイヤーで長さを決定できるように、長さ構成要素を-1として渡します。バインド変
数を使用してデータベースから出力を戻す場合は、サイズを明示的に指定する必要があります。

2.  anyco_db.incファイルを編集します。$bindvars配列変数を3つ目のパラメータとしてとるようにdb_do_query()関数を変更しま

す。oci_bind_by_name() OCI8コールをコールして、$bindvarsパラメータに指定したPHP値を問合せのバインド変数に関連付けま

す。ファイルは、次のようになります。

function db_do_query($conn, $statement, $bindvars = array())
{
  $stid = oci_parse($conn, $statement);
  if (!$stid) {
    db_error($conn, __FILE__, __LINE__);
  }

  // Bind the PHP values to query bind parameters
  foreach ($bindvars as $b) {
    // create local variable with caller specified bind value
    $$b[0] = $b[1];  
    // oci_bind_by_name(resource, bv_name, php_variable, length)
    $r = oci_bind_by_name($stid, ":$b[0]", $$b[0], $b[2]); 
    if (!$r) {
      db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    }
  }
  $r = oci_execute($stid, OCI_DEFAULT);
  if (!$r) {
        db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
  }
  $r = oci_fetch_all($stid, $results, null, null,
                         OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW);
  return($results);
}

バインドは、oci_execute()が実行される前にforeachループで実行されます。

$bindvars配列の各エントリでは、最初の要素に問合せのバインド変数名が含まれており、この名前を使用して同じ名前のPHP変数が

作成されます。つまり、$$b[0]は$b[0]の値DIDをとり、$DIDというPHP変数を作成します。このPHP変数の値は、エントリの2つ目の

要素から割り当てられます。

oci_bind_by_name()関数は、4つのパラメータをとります。リソースとしての$stid、配列エントリの最初の要素から導出された問

合せ内のバインド変数名を表す文字列、そのバインド変数に関連付けられる値が格納されているPHP変数、および入力値の長さの4つで
す。

3.  ここまでの変更の結果をテストするには、anyco.phpファイルおよびanyco_db.incファイルを保存し、次のURLを入力します。
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Windowsの場合:

http://localhost/chap4/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap4/anyco.php

ブラウザ・ウィンドウに、次のようなページが戻されます。

 
chap4_db_connect_003.gifの説明 

 

データベース・レコードのナビゲート

データベース・レコードのナビゲーションを追加するには、アプリケーション・ロジックに対していくつかの重要な変更を行う必要がありま
す。 この変更を行うには、次の操作を組み合せる必要があります。

●     データベース・レコードを1つずつ移動する「Next」および「Previous」ナビゲーション・ボタンを提供するHTMLフォームをインクルー

ドします。

●     ページのHTTPリクエストが、「Next」または「Previous」ボタンをクリックしてポストされたかどうかを検出します。

●     HTTPセッション・ステートを使用して最後に問い合せた行を追跡します。HTTPリクエスト間で特定のクライアントの状態情報を保持す
るためにPHPセッションを開始します。最初のHTTPリクエストが最初のデータ行を取り出し、セッション・ステートを初期化します。
ナビゲーション・ボタンで開始した後続リクエストでは、前のHTTPリクエストのセッション・ステートが組み合されるため、問合せで
次に取り出すレコードを制御する変数をアプリケーションに設定できます。

●     アプリケーションの状態によって値が決まる一連の条件に基づいて、行のサブセットを戻す問合せを作成します。

データベース行のナビゲーションを追加するには、次の手順を実行します。

1.  anyco_ui.incファイルを編集します。「Departments」ページに「Next」および「Previous」ナビゲーション・ボタンを追加します。

ui_print_department()関数に、フォーム属性actionの値を指定する$posturlという2つ目のパラメータを追加します。 </

table>タグを出力した後、「Next」および「Previous」ボタンのHTMLフォーム・タグをインクルードします。

<?php // File: anyco_ui.inc
...
function ui_print_department($dept, $posturl)
{
  ...
    echo <<<END
  </tr>
  </table>
  <form method="post" action="$posturl">
  <input type="submit" value="< Previous" name="prevdept">
  <input type="submit" value="Next >"     name="nextdept">
  </form>
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END;
  }
}

?>

2.  anyco.phpファイルを編集します。 「Next」または「Previous」ボタンを使用してページを起動したかどうかを検出し、セッショ

ン・ステートを追跡するには、PHP関数session_start()をコールし、construct_departments()という関数を作成します。

データベース・アクセス・ロジックを新しいconstruct_departments()関数に移動して変更します。この関数は、ナビゲーション

が実行されたかどうかを検出し、セッション・ステートを管理し、処理するデータベース・アクセス・レイヤーの副問合せを定義し、
db_get_page_data()関数に接続してコールします。 ファイルは、次のようになります。

<?php // File: anyco.php

require('anyco_cn.inc');
require('anyco_db.inc');
require('anyco_ui.inc');

session_start();
construct_departments();

function construct_departments()
{
  if (isset($_SESSION['currentdept']) &&
      isset($_POST['prevdept']) && 
      $_SESSION['currentdept'] > 1) {
    $current = $_SESSION['currentdept'] - 1;
  }
  elseif (isset($_SESSION['currentdept']) && 
          isset($_POST['nextdept'])) {
    $current = $_SESSION['currentdept'] + 1;
  }
  elseif (isset($_POST['showdept']) && 
          isset($_SESSION['currentdept'])) {
    $current = $_SESSION['currentdept'];
  }
  else {
    $current = 1;
  }

  $query = 'SELECT department_id, department_name, 
                   manager_id, location_id
            FROM   departments
            ORDER BY department_id asc';

  $conn = db_connect();

  $dept = db_get_page_data($conn, $query, $current, 1);
  $deptid = $dept[0]['DEPARTMENT_ID'];

  $_SESSION['currentdept'] = $current;

  ui_print_header('Department');
  ui_print_department($dept[0], $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
  ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
}

?>

construct_departments()関数の先頭にあるifおよびelseif構文は、HTTPポスト・リクエストでナビゲーション・ボタンを使用し

てページを処理したかどうかを検出し、セッション・ステートにcurrentdeptの数値が設定されているかどうかを追跡するために使

用されています。 変数$currentは状況によって異なり、「Previous」ボタンをクリックすると1つ減分され、「Next」ボタンをク

リックすると1つ増分されます。それ以外の場合は、現行の部門に設定されるか、または初めて処理に対して1に初期化されます。

department_idのすべての部門行を昇順で取得するように問合せが形成されています。ORDER BY句は、ナビゲーション・ロジックに

不可欠な部分です。この問合せは、多くの行で構成されているページを取得するdb_get_page_data()関数内で副問合せとして使用

されています。取得するページのページ当たりの行数は、db_get_page_data()関数の4つ目の引数として指定されています。データ

ベースに接続した後、指定した問合せで取得した行セットを取り出すためにdb_get_page_data()がコールされています。 

db_get_page_data()関数には、接続リソース、問合せ文字列、必要なデータ行の次ページの最初の行を示す$currentの値および

ページ当たりの行数（この例では1ページ当たり1行）が指定されています。

1ページ分の行を取得するためにdb_get_page_data()がコールされた後、$current()の値がアプリケーションのセッション・ス
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テートに保存されています。

ページのヘッダーとフッターを出力する間に、最近フェッチした部門行を表示するためにui_print_department()関数がコールされ

ています。ui_print_department()関数は、$_SERVER['SCRIPT_NAME']を使用して、$posturlパラメータに現行のPHPスクリプ

ト名を指定します。 これで、HTMLフォームにアクション属性が設定され、「Next」または「Previous」ボタンをクリックするたびに、

anyco.phpファイルがコールされます。

3.  anyco_db.incファイルを編集します。 行のサブセットを問い合せるようにdb_get_page_data()関数を実装します。

// Return subset of records
function db_get_page_data($conn, $q1, $current = 1,
                 $rowsperpage = 1, $bindvars = array())
{
  // This query wraps the supplied query, and is used
  // to retrieve a subset of rows from $q1
  $query = 'SELECT *
            FROM (SELECT A.*, ROWNUM AS RNUM
                  FROM ('.$q1.') A
                  WHERE ROWNUM <= :LAST)
            WHERE :FIRST <= RNUM';

  // Set up bind variables.
  array_push($bindvars, array('FIRST', $current, -1));
  array_push($bindvars,
             array('LAST', $current+$rowsperpage-1, -1));

  $r = db_do_query($conn, $query, $bindvars);
  return($r);
}

db_get_page_data()関数で問合せの構造を使用すると、一連の（1ページ分の）データベース行をナビゲートできます。

$q1に指定した問合せは、次の副問合せ内に副問合せとしてネストされています。

SELECT A.*, ROWNUM AS RNUM FROM $q1 WHERE ROWNUM <= :LAST

$q1に指定した問合せは、順序づけられた一連の行を取り出します。これらの行は、最初の行から次ページのサイズ

（$rowsperpage）までのすべての行を戻す囲み問合せでフィルタ処理されています。 OracleのROWNUM関数（または疑似列）が、

$q1に指定した問合せによって戻される各行に対して1で始まる整数を戻すため、この操作を実行できます。

副問合せを囲む問合せ$q1によって戻される行セットは、次の最も外側の問合せの条件で再度フィルタ処理されています。

WHERE :FIRST <= RNUM

この条件によって、:FIRSTの値（$currentの値）より前にある行が最終的な行セットから除外されます。 この問合せを使用する

と、最初の行が$current値で決まり、ページ・サイズが$rowsperpage値で決まる行セットをナビゲートできます。

$current値は、:FIRSTというバインド変数に関連付けられています。 式$current+$rowsperpage-1によって、:LASTバインド変

数に関連付けられている値が設定されます。

4.  アプリケーションに対して行った変更をテストするには、変更後のファイルを保存し、Webブラウザに次のURLを入力します。

Windowsの場合:

http://localhost/chap4/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap4/anyco.php

anyco.phpページをリクエストすると、DEPARTMENT表の最初のレコードである「Administration」部門が表示されます。
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chap4_db_nagivation_001.gifの説明 

 
5.  次の部門レコード（「Marketing」）にナビゲートするには、「Next」をクリックします。

 
chap4_db_nagivation_002.gifの説明 

 
6.  最初の部門レコード（「Administration」）に戻るには、「Previous」をクリックします。

 
chap4_db_nagivation_003.gifの説明 

 

必要に応じて、「Next」および「Previous」をクリックしてDEPARTMENTS表の他のレコードにナビゲートして、アプリケーションのテストおよび

試用を継続して行うことができます。
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注意:
DEPARTMENTS表の最後のレコードを越えてナビゲートすると、エラーが発生します。 エラー処理の詳細は、第5

章の「エラー・リカバリの追加」を参照してください。

 

ROWNUMとROW_NUMBER()

ハードコードされた問合せでPHP関数を記述する場合、戻される行数を制限する方法としてはROW_NUMBER()関数の方が簡単なことがあります。た
とえば、すべての従業員の姓を戻す問合せがあるとします。

SELECT last_name FROM employees ORDER BY last_name;

次のように記述すると、51～100までの行を選択できます。

SELECT last_name FROM
  SELECT last_name, ROW_NUMBER() OVER (ORDER BY last_name R FROM employees)
  where R BETWEEN 51 AND 100;

基本的な「Departments」ページの拡張

次の追加情報が含まれるように、「Departments」ページを拡張します。

●     部門のマネージャの名前

●     部門に配属されている従業員の数

●     部門の場所を識別する国名

これらの追加情報は、DEPARTMENTS、EMPLOYEES、LOCATIONS、COUNTRIESの各表間で結合操作を実行するように問合せを変更することによっ

て取得できます。

「Departments」ページを拡張するには、次の手順を実行します。

1.  anyco_ui.incファイルを編集します。「Manager ID」および「Location ID」への参照をそれぞれ「Manager Name」および

「Location」に置き換え、「Department Name」の後に「Number of Employees」フィールドを挿入して、ui_print_department()関

数を変更します。表のヘッダーおよびデータ・フィールドに必要な変更を行います。ファイルは、次のようになります。

function ui_print_department($dept, $posturl)
{
  if (!$dept) {
    echo '<p>No Department found</p>';
  }
  else {
    echo <<<END
  <table>
  <tr>
    <th>Department<br>ID</th>
    <th>Department<br>Name</th>
    <th>Number of<br>Employees</th>
    <th>Manager<br>Name</th>
    <th>Location</th>
  </tr>
  <tr>
END;
  echo '<td>'.htmlentities($dept['DEPARTMENT_ID']).'</td>';
  echo '<td>'.htmlentities($dept['DEPARTMENT_NAME']).'</td>';
  echo '<td>'.htmlentities($dept['NUMBER_OF_EMPLOYEES']).'</td>';
  echo '<td>'.htmlentities($dept['MANAGER_NAME']).'</td>';
  echo '<td>'.htmlentities($dept['COUNTRY_NAME']).'</td>';
  echo <<<END
  </tr>
  </table>
  <form method="post" action="$posturl">
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  <input type="submit" value="< Previous" name="prevdept">
  <input type="submit" value="Next >"     name="nextdept">
  </form>
END;
  }
}

2.  anyco.phpファイルを編集します。 construct_departments()の問合せ文字列を次のように置き換えます。

$query = 
  "SELECT d.department_id, d.department_name, 
       substr(e.first_name,1,1)||'. '|| e.last_name as manager_name,
       c.country_name, count(e2.employee_id) as number_of_employees
   FROM  departments d, employees e, locations l, 
         countries c, employees e2
   WHERE d.manager_id = e.employee_id
   AND d.location_id = l.location_id
   AND d.department_id = e2.department_id
   AND l.country_id = c.country_id
   GROUP BY d.department_id, d.department_name, 
         substr(e.first_name,1,1)||'. '||e.last_name,  
         c.country_name
   ORDER BY d.department_id ASC";

この文ではSQLリテラル文字列が一重引用符で囲まれているため、文の記述を簡略化するために問合せ文字列は二重引用符で囲まれて
います。

3.  ファイルへの変更を保存し、Webブラウザに次のURLを入力して、変更をテストします。

Windowsの場合:

http://localhost/chap4/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap4/anyco.php

Webページの結果は、次のような出力になります。

 
chap4_enhance_dept_001.gifの説明 
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5 データの更新

ޕߔ߹ߒ᜛ᒛࠍࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕAnyco HRߡߒ↪૶ࠍࡓ࡯ࠜࡈࠆ߈ߢ೥㒰߮ࠃ߅ᦝᣂޔᝌ౉ࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᓥᬺຬޔߪߢ┨ߩߎ

٨     ၮᧄ⊛ޟߥEmployeesߩࠫ࡯ࡍޠ᭴▽

٨     ၮᧄ⊛ޟߥEmployeesߩࠫ࡯ࡍޠ᜛ᒛ

ว⚿ߩޠEmployeesޟߣޠDepartmentsޟ     ٨

ㅊടߩ࡝ࡃࠞ࡝࡮࡯࡜ࠛ     ٨

٨     ㅊട࡯࡜ࠛߩಣℂ

基本的な「Employees」ページの構築

ޕߔ߹ߒ᜛ᒛࠍࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕߦ߁ࠃࠆࠇ߹฽߇ࠫ࡯ࡍޠEmployeesޟߥ⊛ၮᧄޔߪߢ㗄ߩߎ

ᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟⴫␜ޔߪߦࠆߔᰴߩᚻ㗅ࠍታⴕޕߔ߹ߒ

1.  chap5ࠍ࡝࠻ࠢ࡟ࠖ࠺૞ᚑޔߒchap4ޔߒ࡯ࡇࠦࠍ࡞ࠗࠔࡈ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕࠄ߆ᣂߊߒ૞ᚑ⒖ߦ࡝࠻ࠢ࡟ࠖ࠺ߚߒേޕߔ߹ߒ

Windowsߩ႐ว:

mkdir c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap5
cd c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap5
copy ..¥chap4¥* .

Linuxߩ႐ว:

mkdir $HOME/public_html/chap5
cd $HOME/public_html/chap5
cp ../chap4/* .

2.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒconstruct_employees()㑐ᢙࠍㅊടߩߎ ޕߔ߹ߒ㑐ᢙޔߪᓥᬺຬ໧วࠍߖ૞ᚑޔߒ

db_do_query()㑐ᢙߩߘߡߒ࡞࡯ࠦࠍ໧วࠍߖታⴕޔߒui_print_employees()㑐ᢙࠍ૶↪ߩߘߡߒ⚿ᨐࠍ಴ജޕߔ߹ߒ

function construct_employees()
{
  $query =
  "SELECT employee_id,
    substr(first_name,1,1) || '.  '|| last_name as employee_name,
    hire_date,
    to_char(salary, '9999G999D99') as salary,
    nvl(commission_pct,0) as commission_pct
   FROM   employees
   ORDER BY employee_id asc";

  $conn = db_connect();
  $emp = db_do_query($conn, $query);

  ui_print_header('Employees');
  ui_print_employees($emp);
  ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
}

ޕࠎߖ߹ࠅ޽ߪᔅⷐߔᷰࠍ࠲࡯ࡔ࡜ࡄbindargs$ߦ࡞࡯ࠦ()db_do_queryޔ߼ߚ޿ߥߒ↪૶ࠍᄌᢙ࠼ࡦࠗࡃߪߢߖ໧วߩߎ
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db_do_query()ࠍት⸒࠻࡞ࠜࡈ࠺ޔߣࠆߔ୯㧔ⓨ㈩೉㧕߇⥄േ⊛ߦᜰቯޕߔ߹ࠇߐPHPޔߪߢ㑐ᢙߦ᭽ߥޘᢙࠍ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ฽ߎࠆ߼

ޕߔ߹߈ߢ߇ߣ

3.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ construct_departments()߳ࠍ࡞࡯ࠦߩconstruct_employees()߳߃឵߈⟎ߦ࡞࡯ࠦߩ߹

ޕߔ

<?php // File: anyco.php

require('anyco_cn.inc');
require('anyco_db.inc');
require('anyco_ui.inc');

session_start();
construct_employees();
...
?>

4.  anyco_ui.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ ui_print_employees()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒHTML⴫ߩᓥᬺຬߩ࠲࡯࠺⴫␜ࠍታⵝޕߔ߹ߒ

function ui_print_employees($employeerecords)
{
  if (!$employeerecords) {
    echo '<p>No Employee found</p>';
  }
  else {
    echo <<<END
  <table>
  <tr>
    <th>Employee<br>ID</th>
    <th>Employee<br>Name</th>
    <th>Hiredate</th>
    <th>Salary</th>
    <th>Commission<br>(%)</th>
  </tr>
END;
    // Write one row per employee
    foreach ($employeerecords as $emp) {
      echo '<tr>';
      echo '<td align="right">'.
            htmlentities($emp['EMPLOYEE_ID']).'</td>';
      echo '<td>'.htmlentities($emp['EMPLOYEE_NAME']).'</td>';
      echo '<td>'.htmlentities($emp['HIRE_DATE']).'</td>';
      echo '<td align="right">'.
            htmlentities($emp['SALARY']).'</td>';
      echo '<td align="right">'.
            htmlentities($emp['COMMISSION_PCT']).'</td>';
      echo '</tr>';
    }
    echo <<<END
  </table>
END;
  }
}

5.  anyco.php߮ࠃ߅࡞ࠗࠔࡈanyco_ui.incߩ߳࡞ࠗࠔࡈᄌᦝࠍ଻ሽޕߔ߹ߒ Webߦࠩ࠙࡜ࡉᰴߩURLࠍ౉ജߩࠄࠇߎޔߡߒᄌᦝߩ⚿ᨐ

ޕߔ߹ߒ࠻ࠬ࠹ࠍ

Windowsߩ႐ว:

http://localhost/chap5/anyco.php

Linuxߩ႐ว:

http://localhost/~<username>/chap5/anyco.php

⚿ᨐޔߴ⺞ࠍࠫ࡯ࡍਅ߳ࠬࠢߦࠫ࡯ࡍޔߡߒ࡞࡯ࡠ⴫␜ߩߡߴߔࠆ޿ߡࠇߐᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟ෳᾖޕߔ߹ߒ
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chap5_basic_emp_001.gifߩ⺑᣿ 

 

基本的な「Employees」ページの拡張

ޕߔ߹ߒ᜛ᒛࠍࠫ࡯ࡍޠEmployeesޟߥ⊛ၮᧄߦ߁ࠃࠆ߈ߢᠲ૞ࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᓥᬺຬޔߪߢ㗄ߩߎ

ᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᠲ૞ޔߪߦࠆߔߦ߁ࠃࠆ߈ߢᰴߩᚻ㗅ࠍታⴕޕߔ߹ߒ

1.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ construct_employees()ࠦޔࠍ࡞࡯ᓥᬺຬߩ࠼࡯ࠦ࡟⴫␜ޔᝌ౉ޔᦝᣂ߮ࠃ߅೥㒰࠻ࠬࠛࠢ࡝ߩ

ޕߔ߹߃឵߈⟎ߦࠢ࠶ࠫࡠ೙ᓮ࡜࠼ࡦࡂ࡮ࡓ࡯ࠜࡈࠆߔℂ▤ࠍ

<?php // File: anyco.php

require('anyco_cn.inc');
require('anyco_db.inc');
require('anyco_ui.inc');

session_start();
// Start form handler code
if (isset($_POST['insertemp'])) {
  construct_insert_emp();
}
elseif (isset($_POST['saveinsertemp'])) {
  insert_new_emp();
}
elseif (isset($_POST['modifyemp'])) {
  construct_modify_emp();
}
elseif (isset($_POST['savemodifiedemp'])) {
  modify_emp();
}
elseif (isset($_POST['deleteemp'])) {
  delete_emp();
}
else {
  construct_employees();
}

...

40



2.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ construct_insert_emp()㑐ᢙࠍㅊടޕߔ߹ߒ

function construct_insert_emp()
{
  $conn = db_connect();

  $query = "SELECT job_id, job_title
            FROM jobs
            ORDER BY job_title ASC";
  $jobs = db_do_query($conn, $query,
                      OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN);

  $query = "SELECT sysdate FROM dual";
  $date = db_do_query($conn, $query,
                      OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN);
  $emp = array(
    'DEPARTMENT_ID' => 10,      // Default to department 10
    'HIRE_DATE' => $date['SYSDATE'][0],
    'ALLJOBIDS' => $jobs['JOB_ID'],
    'ALLJOBTITLES' => $jobs['JOB_TITLE']
    );

  ui_print_header('Insert New Employee');
  ui_print_insert_employee($emp, $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
  // Note: The two kinds of date used:
  // 1) SYSDATE for current date of the database system, and
  // 2) The PHP date for display in the footer of each page
  ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
}

construct_insert_emp()㑐ᢙߩߟ2ޔߪ໧วࠍߖታⴕޟޔߡߒInsert New Employee⒖ߩ߳ࡓ࡯ࠜࡈޠ౉ߦ૶↪࡮࠻࡞ࠜࡈ࠺ࠆߔ

ޕߔ߹ࠇߐ␜⴫ߡߞࠃߦui_print_insert_employee()㑐ᢙޔߪࡓ࡯ࠜࡈߩߎޕߔ߹ߒขᓧࠍ࠲࡯࠺

JOBS⴫ߩ$queryޔߪᣢሽࡉ࡚ࠫߩߡߴߔߩIDߩߘ߮ࠃ߅⺑᣿ࠍ࠻ࠬ࡝ߩขᓧޔߡߒui_print_insert_employee()㑐ᢙߡߞࠃߦ↢

ᚑߚࠇߐHTMLࡊࠗ࠲࡮ࡉ࡚ࠫߦࡓ࡯ࠜࡈㆬᛯ↪ࠍ࠻ࠬ࡝ߩ૞ᚑޕߔ߹ߒ

SYSDATE߇૶↪ࠆ޿ߡࠇߐ$queryޔߪᣂ޿ߒᓥᬺຬߩ࠻࡞ࠜࡈ࠺ߩ㓹↪ᣣࠍ⸳ቯޔߦ߼ߚࠆߔ⃻࿷ࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺ߩᣣᤨࠍขᓧߒ߹

ޕߔ

߹ߒ಴ജࠍᣣᤨߦ࡯࠲࠶ࡈ࡮ࠫ࡯ࡍޔߪdate()㑐ᢙߩPHPޕߔ߹޿ߡࠇߐ↪૶߇ᣣઃߩ2⒳㘃ޔߪߢ࠼࡯ࠦ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕߩߎ

޿ߒᱜ߇࠻ࠬࠠ࠹ޔߒขᓧࠍᣣᤨߩ࠻࡞ࠜࡈ࠺ࠆߔ␜⴫ߦ࠼࡞࡯ࠖࡈ㓹↪ᣣߩࠫ࡯ࡍޠEmployeesޟޔߪSYSDATE㑐ᢙߩOracleޕߔ

ޕߔ߹ߒߦ߁ࠃࠆࠇߐ౉ജߢᒻᑼࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺

୯࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩㅊടࠆߔᜰቯߦ߁ࠃࠆߥߦ㈩೉ߩ೉୯߇ဳࠅᚯߩߖ໧วޔߪߦ࡞࡯db_do_query()㑐ᢙࠦߩߟ2

OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN߇฽߹ޕߔ߹޿ߡࠇ

3.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ insert_new_emp()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒEMPLOYEES⴫ߦᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᝌ౉ޕߔ߹ߒ

function insert_new_emp()
{
  $newemp = $_POST;
  $statement =
    "INSERT INTO employees
        (employee_id, first_name, last_name, email, hire_date,
         job_id, salary, commission_pct, department_id)
     VALUES (employees_seq.nextval, :fnm, :lnm, :eml, :hdt, :jid,
             :sal, :cpt, :did)";

  $conn = db_connect();
  $emailid = $newemp['firstname'].$newemp['lastname'];

  $bindargs = array();
  array_push($bindargs, array('FNM', $newemp['firstname'], -1));
  array_push($bindargs, array('LNM', $newemp['lastname'], -1));
  array_push($bindargs, array('EML', $emailid, -1));
  array_push($bindargs, array('HDT', $newemp['hiredate'], -1));
  array_push($bindargs, array('JID', $newemp['jobid'], -1));
  array_push($bindargs, array('SAL', $newemp['salary'], -1));
  array_push($bindargs, array('CPT', $newemp['commpct'], -1));
  array_push($bindargs, array('DID', $newemp['deptid'], -1));
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  $r = db_execute_statement($conn, $statement, $bindargs);
  construct_employees();
}

db_execute_statement()㑐ᢙߩᚯࠅ୯ߪήⷞޔࠇߐᄌᢙࠅഀ߽ߦᒰޕࠎߖ߹ࠇࠄߡ㑐ᢙߩ⚿ᨐߦኻ߇ࡦ࡚ࠪࠢࠕߡߒታⴕ޿ߥࠇߐ

ޕߔߢ߼ߚ

4.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ construct_modify_emp()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᦝᣂߩ߼ߚࠆߔHTMLࠍࡓ࡯ࠜࡈ

᭴▽ޕߔ߹ߒ

function construct_modify_emp()
{
  $empid = $_POST['emprec'];
  $query =
    "SELECT employee_id, first_name, last_name, email, hire_date,
            salary, nvl(commission_pct,0) as commission_pct
     FROM   employees
     WHERE  employee_id = :empid";

  $conn = db_connect();
  $bindargs = array();
  array_push($bindargs, array('EMPID', $empid, -1));

  $emp = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW, 
                                      $bindargs);

  ui_print_header('Modify Employee ');
  ui_print_modify_employee($emp[0], $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
  ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
}

5.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ modify_emp()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒᦝᣂߩ࠼࡞࡯ࠖࡈ࡮ࡓ࡯ࠜࡈ୯ߢEMPLOYEES⴫ߩᓥᬺຬ࡯ࠦ࡟

ޕߔ߹ߒᦝᣂࠍ࠼

function modify_emp()
{
  $newemp = $_POST;
  $statement =
    "UPDATE employees
     SET   first_name = :fnm, last_name = :lnm, email = :eml,
           salary = :sal, commission_pct = :cpt
     WHERE employee_id = :eid";

  $conn = db_connect();
  $bindargs = array();
  array_push($bindargs, array('EID', $newemp['empid'], -1));
  array_push($bindargs, array('FNM', $newemp['firstname'], -1));
  array_push($bindargs, array('LNM', $newemp['lastname'], -1));  
  array_push($bindargs, array('EML', $newemp['email'], -1));
  array_push($bindargs, array('SAL', $newemp['salary'], -1));
  array_push($bindargs, array('CPT', $newemp['commpct'], -1));

  $r = db_execute_statement($conn, $statement, $bindargs);
  construct_employees();
}

6.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ delete_emp()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒEMPLOYEES⴫ࠄ߆ᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟೥㒰ޕߔ߹ߒ

function delete_emp()
{
  $empid = $_POST['emprec'];
  $statement = "DELETE FROM employees
                WHERE employee_id = :empid";
    $conn = db_connect();
  $bindargs = array();
  array_push($bindargs, array('EMPID', $empid, 10));
  $r = db_execute_statement($conn, $statement, $bindargs);

  construct_employees();
}

7.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ construct_employees()㑐ᢙޔߢdb_do_query()ࠦߩ࡞࡯ᦨᓟߡߒߣ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ
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OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROWࠍᜰቯޔߒui_print_employees()ࠦߡߒߣ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ⋠ߟ2ߩ࡞࡯$_SERVER['SCRIPT_NAME']

ޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩᰴޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᜰቯࠍ

function construct_employees()
{
  $query =
  "SELECT employee_id,
    substr(first_name,1,1) || '.  '|| last_name as employee_name,
    hire_date,
    to_char(salary, '9999G999D99') as salary,
    nvl(commission_pct,0) as commission_pct
   FROM   employees
   ORDER BY employee_id asc";

  $conn = db_connect();
  $emp = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW);

  ui_print_header('Employees');
  ui_print_employees($emp, $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
  ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
}

8.  anyco_db.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒdb_do_query()㑐ᢙߡߒߣ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ⋠ߟ3ߦ$resulttypeࠍㅊട࡞࡯ࠦޕߔ߹ߒర߇಴ജ

ޕߔ߹߃឵߈⟎ߦᄌᢙࠍ୯OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩᦨᓟߩ࡞࡯ࠦ()oci_fetch_allޔߦ߁ࠃࠆ߈ߢㆬᛯࠍࡊࠗ࠲

function db_do_query($conn, $statement, $resulttype,
                     $bindvars = array())
{
  $stid = oci_parse($conn, $statement);

  ...

  $r = oci_fetch_all($stid, $results, null, null, $resulttype);
  return($results);
}

9.  anyco_db.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ db_get_page_data()㑐ᢙౝޔߢdb_do_query()ࠦ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ⋠ߟ3ߩ࡞࡯୯ߡߒߣ

OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROWࠍᝌ౉ޕߔ߹ߒ

function db_get_page_data($conn, $q1, $current = 1,
                          $rowsperpage = 1, $bindvars = array())
{

  ...

  $r = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW, $bindvars);
  return($r);
}

10.  anyco_db.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ db_execute_statement()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒINSERTᢥ࠲࡯࠺ߤߥᠲ૞ᢥࠍታⴕޕߔ߹ߒ

function db_execute_statement($conn, $statement, $bindvars = array())
{
  $stid = oci_parse($conn, $statement);
  if (!$stid) {
    db_error($conn, __FILE__, __LINE__);
  }
    // Bind parameters
  foreach ($bindvars as $b) {
    // create local variable with caller specified bind value 
    $$b[0] = $b[1];
    $r = oci_bind_by_name($stid, ":$b[0]", $$b[0], $b[2]);
    if (!$r) {
      db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    }
  }

  $r = oci_execute($stid);
  if (!$r) {
    db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
  }
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  return($r);
}

11.  anyco_ui.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒᓥᬺຬⴕࠍ฽߻HTML߇ࡓ࡯ࠜࡈ↢ᚑޔߦ߁ࠃࠆࠇߐui_print_employees()㑐ᢙࠍᄌᦝߒ߹

ޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩᰴޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ

function ui_print_employees($employeerecords, $posturl)
{
  if (!$employeerecords) {
    echo '<p>No Employee found</p>';
  }
  else {
    echo <<<END
  <form method="post" action="$posturl">
  <table>
  <tr>
    <th>&nbsp;</th>
    <th>Employee<br>ID</th>
    <th>Employee<br>Name</th>
    <th>Hiredate</th>
    <th>Salary</th>
    <th>Commission<br>(%)</th>
  </tr>
END;
    // Write one row per employee
    foreach ($employeerecords as $emp) {
      echo '<tr>';
      echo '<td><input type="radio" name="emprec" value="'.
             htmlentities($emp['EMPLOYEE_ID']).'"></td>';
      echo '<td align="right">'.
                htmlentities($emp['EMPLOYEE_ID']).'</td>';
      echo '<td>'.htmlentities($emp['EMPLOYEE_NAME']).'</td>';
      echo '<td>'.htmlentities($emp['HIRE_DATE']).'</td>';
      echo '<td align="right">'.
                htmlentities($emp['SALARY']).'</td>';
      echo '<td align="right">'.
                htmlentities($emp['COMMISSION_PCT']).'</td>';
      echo '</tr>';
    }
    echo <<<END
  </table>
  <input type="submit" value="Modify" name="modifyemp">
  <input type="submit" value="Delete" name="deleteemp">
  &nbsp;&nbsp;
  <input type="submit" value="Insert new employee"
         name="insertemp">
  </form>
END;
  }
}

ᄌᦝ߹ߪߚ೥㒰ࠍ࠼࡯ࠦ࡟ࠆߔㆬᛯޔߦ߁ࠃࠆ߈ߢฦⴕߩᦨೋߩ೉߇ࡦ࠲ࡏ࡮ࠝࠫ࡜ߦ⴫␜ޕߔ߹޿ߡࠇߐ

12.  anyco_ui.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ ui_print_insert_employee()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒᣂ޿ߒᓥᬺຬࠍ࠲࡯࠺౉ജߩ߼ߚࠆߔ

ޕߔ߹ߒᚑ↢ࠍࡓ࡯ࠜࡈ

function ui_print_insert_employee($emp, $posturl)
{
  if (!$emp) {
    echo "<p>No employee details found</p>";
  }
  else {
    $deptid = htmlentities($emp['DEPARTMENT_ID']);
    $hiredate = htmlentities($emp['HIRE_DATE']);

    echo <<<END
  <form method="post" action="$posturl">
  <table>
    <tr>
      <td>Department ID</td>
      <td><input type="text" name="deptid" value="$deptid" 
                 size="20"></td>
    </tr>
    <tr>
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      <td>First Name</td>
      <td><input type="text" name="firstname" size="20"></td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Last Name</td>
      <td><input type="text" name="lastname" size="20"></td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Hiredate</td>
      <td><input type="text" name="hiredate" value="$hiredate" 
                 size="20"></td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Job</td>
       <td><select name="jobid">
END;
    // Write the list of jobs
    for ($i = 0; $i < count($emp['ALLJOBIDS']); $i++)
    {
      echo '<option
             label="'.htmlentities($emp['ALLJOBTITLES'][$i]).'"'.
           ' value="'.htmlentities($emp['ALLJOBIDS'][$i]).'">'.
           htmlentities($emp['ALLJOBTITLES'][$i]).'</option>';
    }
    echo <<<END
      </select>
      </td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Salary</td>
      <td><input type="text" name="salary" value="1" 
                 size="20"></td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Commission (%)</td>
      <td><input type="text" name="commpct" value="0" 
                 size="20"></td>
    </tr>
  </table>
    <input type="submit" value="Save" name="saveinsertemp">
    <input type="submit" value="Cancel" name="cancel">
  </form>
END;
  }
}

13.  anyco_ui.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ ui_print_modify_employee()㑐ᢙࠍㅊടޔߡߒᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᦝᣂ࡯ࠜࡈߩ߼ߚࠆߔ

ޕߔ߹ߒᚑ↢ࠍࡓ

function ui_print_modify_employee($empdetails, $posturl)
{
  if (!$empdetails) {
    echo '<p>No Employee record selected</p>';
  }
  else {
    $fnm = htmlentities($empdetails['FIRST_NAME']);
    $lnm = htmlentities($empdetails['LAST_NAME']);
    $eml = htmlentities($empdetails['EMAIL']);
    $sal = htmlentities($empdetails['SALARY']);
    $cpt = htmlentities($empdetails['COMMISSION_PCT']);
    $eid = htmlentities($empdetails['EMPLOYEE_ID']);

    echo <<<END
  <form method="post" action="$posturl">
  <table>
    <tr>
      <td>Employee ID</td>
      <td>$eid</td></tr>
    <tr>
      <td>First Name</td>
      <td><input type="text" name="firstname" value="$fnm"></td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Last Name</td>
      <td><input type="text" name="lastname" value="$lnm"></td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Email Address</td>
      <td><input type="text" name="email" value="$eml"></td>
    </tr>
    <tr>
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      <td>Salary</td>
      <td><input type="text" name="salary" value="$sal"></td>
    </tr>
    <tr>
      <td>Commission (%)</td>
      <td><input type="text" name="commpct" value="$cpt"></td>
    </tr>
  </table>
  <input type="hidden" value="{$empdetails['EMPLOYEE_ID']}" 
         name="empid">
  <input type="submit" value="Save" name="savemodifiedemp">
  <input type="submit" value="Cancel" name="cancel">
  </form>
END;
  }
}

14.  Anycoߩ߳࡞ࠗࠔࡈ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕᄌᦝࠍ଻ሽޔߒWebߦࠩ࠙࡜ࡉᰴߩURLࠍ౉ജޔߡߒᄌᦝޕߔ߹ߒ࠻ࠬ࠹ࠍ

Windowsߩ႐ว:

http://localhost/chap5/anyco.php

Linuxߩ႐ว:

http://localhost/~<username>/chap5/anyco.php

ฦⴕ߇ࡦ࠲ࡏ࡮ࠝࠫ࡜ߦઃߩߡߴߔߚ޿ᓥᬺຬ߇࠻ࠬ࡝ߩ⴫␜ޕߔ߹ࠇߐ

 
chap5_test_emp_001.gifߩ⺑᣿ 

 

ޕߔ߹ߒ␜⴫ࠍࡦ࠲ࡏฦߩ「Insert new employee」ޔ「Delete」ޔ「Modify」ޔߡߒ࡞࡯ࡠࠢࠬߦਅㇱߩࠫ࡯ࡍޠEmployeesޟ
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chap5_test_emp_002.gifߩ⺑᣿ 

 
15.  ᣂ޿ߒᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᝌ౉ޔߪߦࠆߔ「Insert new employee」ޕߔ߹ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ

 
chap5_test_emp_003ߩ⺑᣿ 

 

ᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟૞ᚑ߹ߪߚᄌᦝࠆߔ႐วࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺ޔߪቯ⟵ߦᓥޔߡߞ⛎ਈ0ࠍ㧔ࡠ࠯㧕ࠅࠃᄢ޿߈୯ࠅࠃ1ࠍࡦ࡚ࠪ࠶ࡒࠦޔߒߦ
ዊ޿ߐ୯ࠆߔߦᔅⷐޔߪࡦ࡚ࠪ࠶ࡒࠦޕߔ߹ࠅ޽߇ዊᢙὐએਅ2ᩴߦਣޟ ޕߔ߹ࠇࠄ߼Insert New Employeeޔߪߢࠫ࡯ࡍޠ
ޠSalaryޟޔᣣઃᦠᑼ㧕ࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺ߩ࠻࡞ࠜࡈ࠺ᣣઃ㧔ߩ⃻࿷ߪޠHiredateޟޔ㧕࠻࡞ࠜࡈ࠺10㧔ߪ࠼࡞࡯ࠖࡈޠDepartment IDޟ
ޕߔ߹ߒ౉ജࠍ୯࠼࡞࡯ࠖࡈߩᰴޕߔ߹޿ߡߞߥߦ㧕ࡠ࠯0㧔ߪޠ(%) Commissionޟޔ1ߪ

First Name: James

Last Name: Bond

Job: ޟࠄ߆࠻ࠬ࡝Programmerࠍޠㆬᛯޕߔ߹ߒ

Salary: 1ޕߔ߹߃឵߈⟎ߦ7000ࠍ

「Save」ޕߔ߹ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ
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chap5_test_emp_004.gifߩ⺑᣿ 

 
16.  ᣂ޿ߒᓥᬺຬ߇࠼࡯ࠦ࡟ᱜᏱߦᝌ౉ޔߣࠆࠇߐWebߩߡߴߔߦࡓ࡯ࠜࡈޔࠇߐࡘࠪ࠶࡟ࡈ࡝߇ࠫ࡯ࡍᓥᬺຬ߇⴫␜ޕߔ߹ࠇߐ Web࡯ࡍ

ᒰࠅഀߦ࠼࡯ࠦ࡟޿ߒᣂߩࡓ࠹ࠬࠪޕߔ߹ߒ⹺⏕ࠍߣߎࠆ޿ߡߒሽ࿷߇࠼࡯ࠦ࡟ᓥᬺຬ޿ߒᣂޔߒ࡞࡯ࡠࠢࠬߢ߹࠼࡯ࠦ࡟ߩᦨᓟࠍࠫ
ޕߔ߹ࠅ޽߇႐วࠆߥ⇣ߪߣᓥᬺຬIDߔ␜ߦ଀ߩᰴޔߪᓥᬺຬIDࠆ޿ߡࠇࠄߡ

 
chap5_test_emp_005.gifߩ⺑᣿ 

 
17.  ᣂ޿ߒᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟ᄌᦝߩ࠼࡯ࠦ࡟ߩߘޔߪߦࠆߔᮮࠍࡦ࠲ࡏ࡮ࠝࠫ࡜ࠆ޽ߦㆬᛯޔߒ「Modify」ޕߔ߹ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ

 
chap5_test_emp_006.gifߩ⺑᣿ 

 
ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ「Save」ޔߒ߿Ⴧߦ7100ࠍޠSalaryޟޔߒᄌᦝߦJBONDࠍ࠼࡞࡯ࠖࡈޠEmail Addressޟޔߢࠫ࡯ࡍޠModify Employeeޟ  .18

ޕߔ߹
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chap5_test_emp_007.gifߩ⺑᣿ 

 
19.  ᓥᬺຬ߇࠼࡯ࠦ࡟ᱜᏱߦᦝᣂޟޔߣࠆࠇߐEmployeesౣ߇ࠫ࡯ࡍޠ⴫␜ޕߔ߹ࠇߐᦨᓟߩᓥᬺຬޔߒ࡞࡯ࡠࠢࠬߢ߹࠼࡯ࠦ࡟James 

Bondߩ⛎ਈࠍߣߎࠆ޿ߡߞߥߦ7,100߇⏕⹺ޕߔ߹ߒ

 
chap5_test_emp_008.gifߩ⺑᣿ 

 
20.  ᣂ޿ߒᓥᬺຬࠍ࠼࡯ࠦ࡟೥㒰ߩ࠼࡯ࠦ࡟ߩߘޔߪߦࠆߔᮮࠍࡦ࠲ࡏ࡮ࠝࠫ࡜ࠆ޽ߦㆬᛯޔߒ「Delete」ޕߔ߹ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ

 
chap5_test_emp_009.gifߩ⺑᣿ 

 

೥㒰߇ᱜᏱߦቢੌޔߣࠆߔ೥㒰ߚߒⴕޟߪEmployeesౣߦࠫ࡯ࡍޠ⴫␜ߚࠇߐᓥᬺຬߦ࠻ࠬ࡝ߩ࠼࡯ࠦ࡟⴫␜ޕࠎߖ߹ࠇߐ

 
chap5_test_emp_010.gifߩ⺑᣿ 

 

「Departments」と「Employees」の結合
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ޕߔ߹ߒᄌᦝࠍࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕߦ߁ࠃࠆ߈ߢࠬ࠮ࠢࠕߦࠫ࡯ࡍߩਔᣇߩޠDepartmentsޟߣޠEmployeesޟޔߪߢ㗄ߩߎ

ޕߔ߹ߒታⴕࠍᚻ㗅ߩᰴޔߪߦࠆߔว⚿ࠍࠫ࡯ࡍޠEmployeesޟߣࠫ࡯ࡍޠDepartmentsޟ

1.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ construct_employees()㑐ᢙߩ໧วޔߦߖdepartment_idࠍ:did࠼ࡦࠗࡃ߁޿ߣᄌᢙߩ୯ߣ

ᲧセࠆߔWHEREฏࠍ฽ޔߡߞࠃߦࠇߎޕߔ߹߼৻ᐲߩߟ1ߦㇱ㐷ߩᓥᬺຬߦࠫ࡯ࡍ߇⴫␜ޕߔ߹ࠇߐ deptid࠲࡯ࡔ࡜ࡄ࡮ࡦ࡚ࠪ࠶࠮

୯ࠍขᓧ࠼ࡦࠗࡃߡߒᄌᢙ⒖ߦ౉ޕߔ߹ߒ

$query =
 "SELECT employee_id,
         substr(first_name,1,1) || '.  '|| last_name as employee_name,
         hire_date,
         to_char(salary, '9999G999D99') as salary,
         nvl(commission_pct,0) as commission_pct
  FROM   employees
  WHERE  department_id = :did
  ORDER BY employee_id asc";

$deptid = $_SESSION['deptid'];

2.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒconstruct_employees()㑐ᢙ࠼ࡦࠗࡃޔߢᖱႎߦ߁ࠃࠆࠇߐᷰ߇db_do_query()㑐ᢙ࡞࡯ࠦߩ

ޕߔ߹ߒᦝᣂࠍ

$conn = db_connect();

$bindargs = array();
array_push($bindargs, array('DID', $deptid, -1));

$emp = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW, $bindargs);

3.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒconstruct_departments()㑐ᢙޔߢㇱ㐷IDߦ࠲࡯ࡔ࡜ࡄ࡮ࡦ࡚ࠪ࠶࠮ࠍ଻ሽޕߔ߹ߒ

$_SESSION['currentdept'] = $current;
$_SESSION['deptid'] = $deptid;

ޕߔ߹ࠇߐ↪૶ߢࠫ࡯ࡍޠEmployeesޟޔࠇߐ଻ሽߡߒߣ࠲࡯ࡔ࡜ࡄ࡮ࡦ࡚ࠪ࠶࠮߇ㇱ㐷IDߩ⃻ⴕߩࠫ࡯ࡍޠDepartmentsޟ

4.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޟ ޕߔ߹ߒDepartmentsޟ߮ࠃ߅ࠫ࡯ࡍޠEmployeesߦ࡞࠻ࠗ࠲ߩࠫ࡯ࡍޠ಴ജࠆߔㇱ㐷ฬࠍ໧޿วࠆߖ㑐

ᢙget_dept_name()ࠍ૞ᚑޕߔ߹ߒ

function get_dept_name($conn, $deptid)
{
  $query =
    'SELECT department_name
     FROM   departments
     WHERE  department_id = :did';

  $conn = db_connect();
  $bindargs = array();
  array_push($bindargs, array('DID', $deptid, -1));
  $dn = db_do_query($conn, $query,OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN, $bindargs);

  return($dn['DEPARTMENT_NAME'][0]);
}

5.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޟޕߔ߹ߒEmployeesߦ࡯࠳࠶ࡋߩࠫ࡯ࡍޠㇱ㐷ฬ߇಴ജߦ߁ࠃࠆࠇߐconstruct_employees()㑐ᢙࠍᄌ

ᦝޕߔ߹ߒ

$deptname = get_dept_name($conn, $deptid);
ui_print_header('Employees: '.$deptname);

6.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޟޕߔ߹ߒDepartmentsߦ࡯࠳࠶ࡋߩࠫ࡯ࡍޠㇱ㐷ฬ߇಴ജߦ߁ࠃࠆࠇߐconstruct_departments()㑐ᢙ

ޕߔ߹ߒᄌᦝࠍ
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$deptname = get_dept_name($conn, $deptid);
ui_print_header('Department: '.$deptname);

7.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒui_print_insert_employee()㑐ᢙߩ$emp㈩೉ࠜࡈ࠺ࠄ߆࠲࡯ࡔ࡜ࡄ࡮ࡦ࡚ࠪ࠶࠮ߚࠇߐᷰߦ

ޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩᰴޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᄌᦝࠍconstruct_insert_emp()㑐ᢙޔߦ߁ࠃࠆࠇߐขᓧ߇ㇱ㐷ߩ࠻࡞

function construct_insert_emp()
{
  $deptid = $_SESSION['deptid'];

  $conn = db_connect();
  $query = "SELECT job_id, job_title FROM jobs ORDER BY job_title ASC";
  $jobs = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN);
  $query = "SELECT sysdate FROM dual";
  $date = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN);
  $emp = array(
    'DEPARTMENT_ID' => $deptid,
    'HIRE_DATE' => $date['SYSDATE'][0],
    'ALLJOBIDS' => $jobs['JOB_ID'],
    'ALLJOBTITLES' => $jobs['JOB_TITLE']
    );
  ui_print_header('Insert New Employee');
  ui_print_insert_employee($emp, $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
  ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
}

8.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒHTMLߩ࡜࠼ࡦࡂ࡮ࡓ࡯ࠜࡈᦨᓟߩelseᢥࠍᄌᦝޔߪ࡜࠼ࡦࡂޕߔ߹ߒᰴޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩ

// Start form handler code
if (isset($_POST['insertemp'])) {
  construct_insert_emp();
}
elseif (isset($_POST['saveinsertemp'])) {
  insert_new_emp();
}
elseif (isset($_POST['modifyemp'])) {
  construct_modify_emp();
}
elseif (isset($_POST['savemodifiedemp'])) {
  modify_emp();
}
elseif (isset($_POST['deleteemp'])) {
  delete_emp();
}
elseif (   isset($_POST['showemp'])) {
  construct_employees();
}
elseif (   isset($_POST['nextdept'])
        || isset($_POST['prevdept'])
        || isset($_POST['firstdept'])
        || isset($_POST['showdept'])) {
  construct_departments();
}
else {
  construct_departments();
}

9.  anyco_ui.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒui_print_department()㑐ᢙޟޔߢEmployeesߦ߁ࠃࠆ߈ߢ࡞࡯ࠦࠍࠫ࡯ࡍޠHTMLࡓ࡯ࠜࡈ

ޕߔ߹ߒᄌᦝࠍ

...
<form method="post" action="$posturl">
<input type="submit" value="First" name="firstdept">
<input type="submit" value="< Previous" name="prevdept">
<input type="submit" value="Next >" name="nextdept">
&nbsp;&nbsp;&nbsp;
<input type="submit" value="Show Employees" name="showemp">
</form>
...

10.  anyco_ui.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒui_print_employees()㑐ᢙޟޔߢDepartmentsߦ߁ࠃࠆ߈ߢ࡞࡯ࠦࠍࠫ࡯ࡍޠHTMLࡓ࡯ࠜࡈ
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ޕߔ߹ߒᄌᦝࠍ

...
</table>
<input type="submit" value="Modify" name="modifyemp">
<input type="submit" value="Delete" name="deleteemp">
&nbsp;&nbsp;
<input type="submit" value="Insert new employee" name="insertemp">
&nbsp;&nbsp;
<input type="submit" value="Return to Departments" name="showdept">
</form>
...

11.  PHPߩ߳࡞ࠗࠔࡈᄌᦝࠍ଻ሽޔߢࠩ࠙࡜ࡉ ޕߔ߹ߒᰴߩURLࠍ౉ജޔߡߒᄌᦝޕߔ߹ߒ࠻ࠬ࠹ࠍ

Windowsߩ႐ว:

http://localhost/chap5/anyco.php

Linuxߩ႐ว:

http://localhost/~<username>/chap5/anyco.php

ޕߔ߹ࠇߐ␜⴫߇ࠫ࡯ࡍޠDepartmentsޟ

 
chap5_combine_deptemp_001.gifߩ⺑᣿ 

 

ㇱ㐷ߩᓥᬺຬࠍ࠻ࠬ࡝ߩ⴫␜ޔߪߦࠆߔ「Show Employees」ޕߔ߹ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍࡦ࠲ࡏ

 
chap5_combine_deptemp_002.gifߩ⺑᣿ 

 

「Return to Departments」ޟޔߣࠆߔࠢ࠶࡝ࠢࠍࡦ࠲ࡏDepartmentsߦࠫ࡯ࡍޠᚯޕߔ߹߈ߢ߇ߣߎࠆ೎ߩㇱ㐷ߩߘޔߒ࠻࡯ࠥࡆ࠽ߦ

ᓥᬺຬࠍ⴫␜ޟޔߡߒDepartmentsޟߣࠫ࡯ࡍޠEmployeesࠍࠫ࡯ࡍޠಾࠅᦧࠍࠬ࠮ࡠࡊࠆ߃⏕⹺ޕߔ߹ߒ
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エラー・リカバリの追加

⥌ޕߔ߹ࠅ޽߇႐วࠆ޽߇ᔅⷐࠆߔಣℂߢᣇᴺߥޘ᭽ޔߒಽ㘃ࠍ࡯࡜ࠛޔߪߢࡓ࠹ࠬࠪ⇟ᧄޕߔߢ᳿ቯ੐㗄ߥ㊀ⷐߩ਄⸘⸳ߦᏱޔߪℂ▤࡯࡜ࠛ
๮⊛ࠛޔߪ࡯࡜ᮡḰޟߩsite not availableޕߔ߹߈ߢ࠻ࠢ࡟ࠗ࠳࡝ߦࠫ࡯ࡍࡓ࡯ࡎߪߚ߹ࠫ࡯ࡍޠ ᣂߩ࠼࡯ࠦ࡟޿ߒ૞ᚑ࡮࠲࡯࠺ߚߒ↢⊑ߢ
ޕߔ߹߈ߢ߇ߣߎߔᚯߦࡓ࡯ࠜࡈࠆߔ⹥ᒰߚࠇߐ␜⴫࠻ࠗ࡜ࠗࡂ߇࠼࡞࡯ࠖࡈߥήലޔߪ࡯࡜ࠛ

ޕߔ߹ߒቯ⸳ߦonࠍࡦ࡚ࠪࡊlog_errors᭴ᚑࠝޔߦoffࠍࡦ࡚ࠪࡊdisplay_errors᭴ᚑࠝߩ࡞ࠗࠔࡈphp.iniޔߪߢࡓ࠹ࠬࠪ⇟ᧄߩߤࠎߣ߶

PHP಴ജࠣࡦ࡝ࠔࡈ࠶ࡃᯏ⢻ࠍ૶↪ޔߡߒ㑐ᢙߩታⴕਛޕߔ߹߈ߢࡊ࠶࡜࠻ࠍ࠻ࠬࠠ࠹࡮࡯࡜ࠛߦob_start()ࠍ૶↪࠻ࠬࠠ࠹࡮࡯࡜ࠛޔߣࠆߔ

࡮࡯࡜ࠛߚࠇߐᚑ↢ߦએ೨ޔߡߒ↪૶ࠍob_get_contents()㑐ᢙޔߪ႐วߚߒ↢⊑߇࡯࡜ࠛޕߔ߹߈ߢ߇ߣߎࠆߔߦ߁ࠃ޿ߥࠇߐ␜⴫ߦ㕙↹߇

ޕߔ߹߈ߢ⚊ᩰߦᢥሼ೉ߦ߼ߚࠆߔಽᨆߪߚ߹␜⴫ߢᓟࠍࠫ࡯࠮࠶ࡔ

࡯ࠤ࡝ࡊࠕߦ߁ࠃࠆߔ␜⴫ࠍ࡯࡜ࠛ࡮ࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺߮ࠃ߅ࠫ࡯࠮࠶ࡔ࡮࡯࡜ࠛߦࠫ࡯ࡍ޿ߒᣂߡߒ↪૶ࠍಣℂ㑐ᢙ࡯࡜ࠛ࡮ࡓ࠲ࠬࠞޔߢߎߎ
ޕߔ߹ࠇߐ଻ᜬߦ⊛ᥧ㤩ޔࠇߐᚯࠄ߆db*㑐ᢙ߇࡯࡜ࠛޔߡߞࠃߦࠇߎޕߔ߹ߒᄌᦝࠍࡦ࡚ࠪ

1.  anyco_db.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ಴ജ࡯࡜ࠛޔߊߥߪߢߩࠆߔੌ⚳ߡߒᖱႎࠍ㈩೉᭴ㅧߦᚯߦ߁ࠃߔdb_error()㑐ᢙࠍᄌᦝߒ

ޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩᰴޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹

function db_error($r = false, $file, $line)
{
  $err =  $r ? oci_error($r) : oci_error();

  if (isset($err['message'])) {
    $m = htmlentities($err['message']);
    $c = $err['code'];
  }
  else {
    $m = 'Unknown DB error';
    $c = null;
  }

  $rc = array(
    'MESSAGE' => $m,
    'CODE'    => $c,
    'FILE'    => $file,
    'LINE'    => $line
    );
  return $rc;
}

2.  anyco_db.incファイルࠍ✬㓸ޕߔ߹ߒ db_error()㑐ᢙߦ࡞࡯ࠦߩߡߴߔߩኻޔߡߒ$e߁޿ߣᄌᢙߦᚯࠅ୯ࠅഀࠍᒰޔߡฦࠦߩ࡞࡯

ᓟߦreturn false;ᢥࠍㅊടޕߔ߹ߒ

if (<error test>)
{
  $e = db_error(<handle>, __FILE__, __LINE__);
  return false;
}

<error test>߮ࠃ߅࠲࡯ࡔ࡜ࡄ<handle>ޔߪ࠲࡯ࡔ࡜ࡄฦࠦߦ࡞࡯⃻࿷ᜰቯߣߩ߽ࠆ޿ߡࠇߐหޕ޿ߐߛߊߡߒߦߓ__FILE__ቯᢙ

ࠗࡠࡊ࠺⇟ᧄߩࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕޔߪᖱႎߩߎޕߔ߹ߜ┙ᓎߦߩࠆߔቯ․ࠍ႐ᚲߩ㓚ኂߦᤨ⊑㐿ޔߣࠆߔ↪૶ࠍLINE__ቯᢙ__߮ࠃ߅

ޕߔߢᖱႎߥ᦭ലߣߊ߅ߡߒ㍳⸤ߦࠣࡠߡ߃஻ߦ႐วߚߒ↢⊑߇࡯࡜ࠛ⊛๮⥌ߢ࠻ࡦࡔ

3.  anyco_db.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ߩߡߴߔޕߔ߹ߒ㑐ᢙߦ$eࠍ࠲࡯ࡔ࡜ࡄㅊട࡯࡜ࠛޔߡߒᖱႎࠍᚯޕߔ߹ߒߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ &ෳ

ᾖធ㗡ㄉࠍ૶↪ޔߡߒ⚿ᨐ࡞࡯ࠦ߇ర㑐ᢙߦᚯޕߔ߹ߒߦ߁ࠃࠆࠇߐ ฦ㑐ᢙߩት⸒ޔߪᰴޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩ

function db_connect(&$e) {...}

function db_get_page_data($conn, $q1, $currrownum = 1, $rowsperpage = 1,
                          &$e, $bindvars = array()) {...}

function db_do_query($conn, $statement, $resulttype, &$e,
                     $bindvars = array()) {...}

function db_execute_statement($conn, $statement, &$e,
                              $bindvars = array()) {...}
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4.  anyco_db.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ db_get_page_data()㑐ᢙ࠲࡯ࡔ࡜ࡄ࡮࡯࡜ࠛޔߢ$eߦ߁ࠃࠆࠇߐᷰ߇db_do_query()㑐

ᢙ߳ࠍ࡞࡯ࠦߩᄌᦝޕߔ߹ߒ

$r = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW, $e, $bindvars);

5.  anyco_db.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ߩߡߴߔޕߔ߹ߒoci_*㑐ᢙࠦߦ࡞࡯@ធ㗡ㄉࠍㅊടޕߔ߹ߒᰴߦ଀ޕߔ߹ߒ␜ࠍ

@ $r = @oci_execute($stid);

@ធ㗡ㄉࠍ૶↪ޔߣࠆߔᚯߚࠇߐ⚿ᨐ߇࡯࡜ࠛޔ߼ߚࠆࠇߐ࠻ࠬ࠹ࠇߙࠇߘ߇⴫␜߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ࠅߥߊߥࠇߐ⴫␜ߞ⺋ޔߣ޿ߥࠇߐ

ࠆߔㅊടߪធ㗡ㄉ@ޕߔ߹ࠅ޽߇႐ว޿ߥ߈ߢ࠻ࠬ࠹ࠍᄌᦝߚߞⴕߢ㗄ߩߎޔ߼ߚࠆ޽߇น⢻ᕈ߁߹ߒߡࠇߐ㓝߇↪૶ߩ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߚ

ᔅⷐޔ߇ࠎߖ߹ࠅ޽ߪㅊട߇࡯࡜ࠛޔߣࠆߔ⴫␜ߚࠇߐ႐วߩ੹ᓟߩ⚿ᨐߦᓇ㗀ࠍ෸߷ߔน⢻ᕈޕߔ߹ࠅ޽߇

6.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸࡯࡜ࠛ ޕߔ߹ߒᖱႎࠍಣℂࠆߔ㑐ᢙࠍ૞ᚑޕߔ߹ߒ

function handle_error($message, $err)
{
  ui_print_header($message);
  ui_print_error($err, $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
  ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
}

7.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒㅊട߇࠲࡯ࡔ࡜ࡄ࡮࡯࡜ࠛߩ฽߹ޔߦ߁ࠃࠆࠇdb_*㑐ᢙ߳ࠍ࡞࡯ࠦߩߡߴߔߩᄌᦝޕߔ߹ߒ

ᚻ㗅8㨪15ߢᣂ޿ߒ㑐ᢙࠍቢᚑߩߎޔ߼ߚࠆߖߐᚻ㗅ߢⴕ࠼࡯ࠦ߁ᄌᦝޕߔ߹߈ߢࡊ࠶ࠠࠬߪ

ޕߔ߹ߒᄌᦝߦdb_connect($err)ࠍ࡞࡯ࠦ()db_connectߩߡߴߔ     ܺ

ޔ߫߃ߣߚޕߔ߹ߒᝌ౉ࠍ࠲࡯ࡔ࡜ࡄerr$ߡߒߣ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ⋠ߟ4ޔߒᄌᦝࠍ࡞࡯ࠦ()db_do_queryߩߡߴߔ     ܺ

construct_employees()ߪ࡞࡯ࠦߩᰴޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩ

$emp = db_do_query($conn, $query,
                   OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW, $err, $bindargs);

ޕߔ߹ߒᄌᦝࠍ࡞࡯ࠦ()db_do_queryߩߟ4ߩઁߩanyco.phpޔߦ߁ࠃࠆࠇߐ଻ᜬ߇୯࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩᣢሽߦߣߏ࡞࡯ࠦ

ޕߔ߹ߒᝌ౉ࠍ࠲࡯ࡔ࡜ࡄerr$ߡߒߣ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ⋠ߟ5ޔߒᄌᦝࠍ࡞࡯ࠦ()db_get_page_dataߩߡߴߔ     ܺ

$dept = db_get_page_data($conn, $query, $current, 1, $err);

ࠍ଀ߦᰴޕߔ߹ߒᝌ౉ࠍ࠲࡯ࡔ࡜ࡄerr$ߡߒߣ࠲࡯ࡔ࡜ࡄߩ⋠ߟ3ޔߒᄌᦝࠍ࡞࡯ࠦ()db_execute_statementߩߡߴߔ     ܺ

ޕߔ߹ߒ␜

$r = db_execute_statement($conn, $statement, $err, $bindargs);

8.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒᚯ߇࡯࡜ࠛߚࠇߐಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐconstruct_departments()㑐ᢙࠍᄌᦝ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒ

ޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩᰴޔߪ

function construct_departments()
{
  if (isset($_SESSION['currentdept']) && isset($_POST['prevdept']) &&
            $_SESSION['currentdept'] > 1)
     $current = $_SESSION['currentdept'] - 1;
  elseif (isset($_SESSION['currentdept']) && isset($_POST['nextdept']))
     $current = $_SESSION['currentdept'] + 1;
  elseif (isset($_POST['showdept']) && isset($_SESSION['currentdept']))
     $current = $_SESSION['currentdept'];
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  else
     $current = 1;

  $query =
    "SELECT d.department_id, d.department_name,
            substr(e.first_name,1,1)||'. '|| e.last_name as manager_name,
            c.country_name, count(e2.employee_id) as number_of_employees
     FROM   departments d, employees e, locations l,
            countries c, employees e2
     WHERE  d.manager_id    = e.employee_id
     AND    d.location_id   = l.location_id
     AND    d.department_id = e2.department_id
     AND    l.country_id    = c.country_id
     GROUP BY d.department_id, d.department_name,
              substr(e.first_name,1,1)||'. '||e.last_name, c.country_name
     ORDER BY d.department_id ASC";

  $conn = db_connect($err);

  if (!$conn) {
    handle_error('Connection Error', $err);
  }
  else {
    $dept = db_get_page_data($conn, $query, $current, 1, $err);
    if ($dept === false) {  
      // Use === so empty array at end of fetch is not matched
      handle_error('Cannot fetch Departments', $err);
    } else {

      if (!isset($dept[0]['DEPARTMENT_ID']) && $current > 1) {  
        // no more records so go back one

        $current--;
        $dept = db_get_page_data($conn, $query, $current, 1, $err);
      }

      $deptid = $dept[0]['DEPARTMENT_ID'];

      $_SESSION['deptid'] = $deptid;
      $_SESSION['currentdept'] = $current;

      $deptname = get_dept_name($conn, $deptid);
      ui_print_header('Department: '.$deptname);
      ui_print_department($dept[0], $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
      ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
    }
  }
}

9.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ߒಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐconstruct_employees()㑐ᢙࠍᄌᦝޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᰴ߁ࠃߩ

ޕߔ߹ࠅߥߦ

function construct_employees()
{
  $query =
    "SELECT employee_id,
            substr(first_name,1,1) || '.  '|| last_name as employee_name,
            hire_date,
            to_char(salary, '9999G999D99') as salary,
            nvl(commission_pct,0) as commission_pct
     FROM   employees
     WHERE  department_id = :did
     ORDER BY employee_id asc";

  $deptid = $_SESSION['deptid'];

  $conn = db_connect($err);

  if (!$conn) {
    handle_error('Connection Error', $err);
  }
  else {
    $bindargs = array();
    array_push($bindargs, array('DID', $deptid, -1));
    $emp = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW, $err,
    $bindargs);
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    if (!$emp) {
      handle_error('Cannot fetch Employees', $err);
    }
    else {
      $deptname = get_dept_name($conn, $deptid);
      ui_print_header('Employees: '.$deptname);
      ui_print_employees($emp, $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
      ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
    }
  }
}

10.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ߒಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐconstruct_insert_emp()㑐ᢙࠍᄌᦝޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᰴ߁ࠃߩ

ޕߔ߹ࠅߥߦ

function construct_insert_emp()
{
  $deptid = $_SESSION['deptid'];
  $conn = db_connect($err);
  if (!$conn) {
    handle_error('Connection Error', $err);
  }
  else {
    $query = "SELECT job_id, job_title FROM jobs ORDER BY job_title ASC";
    $jobs = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN, $err);
    $query = "SELECT sysdate FROM dual";
    $date = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN, $err);

    $emp = array(
      'DEPARTMENT_ID' => $deptid,
      'HIRE_DATE' => $date['SYSDATE'][0],
      'ALLJOBIDS' => $jobs['JOB_ID'],
      'ALLJOBTITLES' => $jobs['JOB_TITLE']
      );

    ui_print_header('Insert New Employee');
    ui_print_insert_employee($emp, $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
    ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
  }
}

11.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ߒಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐinsert_new_emp()㑐ᢙࠍᄌᦝޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᰴࠅߥߦ߁ࠃߩ

ޕߔ߹

function insert_new_emp()
{
  $statement =
    'INSERT INTO employees
                 (employee_id, first_name, last_name, email, hire_date,
                 job_id, salary, commission_pct, department_id)
     VALUES (employees_seq.nextval, :fnm, :lnm, :eml, :hdt,
            :jid, :sal, :cpt, :did)';

  $newemp = $_POST;

  $conn = db_connect($err);
  if (!$conn) {
    handle_error('Connect Error', $err);
  }
  else {
    $emailid = $newemp['firstname'].$newemp['lastname'];

    $bindargs = array();
    array_push($bindargs, array('FNM', $newemp['firstname'], -1));
    array_push($bindargs, array('LNM', $newemp['lastname'], -1));
    array_push($bindargs, array('EML', $emailid, -1));
    array_push($bindargs, array('HDT', $newemp['hiredate'], -1));
    array_push($bindargs, array('JID', $newemp['jobid'], -1));
    array_push($bindargs, array('SAL', $newemp['salary'], -1));
    array_push($bindargs, array('CPT', $newemp['commpct'], -1));
    array_push($bindargs, array('DID', $newemp['deptid'], -1));

    $r = db_execute_statement($conn, $statement, $err, $bindargs);
    if ($r) {
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      construct_employees();
    }
    else {
      handle_error('Cannot insert employee', $err);
    }
  }
}

12.  anyco.php㑐ᢙࠍ✬㓸߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ߒಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐconstruct_modify_emp()㑐ᢙࠍᄌᦝޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᰴߥߦ߁ࠃߩ

ޕߔ߹ࠅ

function construct_modify_emp()
{
  if (!isset($_POST['emprec'])) { // User did not select a record
    construct_employees();
  }
  else {
    $empid = $_POST['emprec'];

    $query =
      "SELECT employee_id, first_name, last_name, email, hire_date,
              salary, nvl(commission_pct,0) as commission_pct
       FROM   employees
       WHERE  employee_id = :empid";

    $conn = db_connect($err);
    if (!$conn) {
      handle_error('Connect Error', $err);
    }
    else {
      $bindargs = array();
      array_push($bindargs, array('EMPID', $empid, -1));

      $emp = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW, $err,
             $bindargs);

      if (!$emp) {
        handle_error('Cannot find details for employee '.$empid, $err);
      }
      else {
        ui_print_header('Modify Employee ');
        ui_print_modify_employee($emp[0], $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
        ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
      }
    }
  }
}

13.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ߒಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐmodify_emp()㑐ᢙࠍᄌᦝޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᰴޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩ

function modify_emp()
{
  $newemp = $_POST;

  $statement =
    "UPDATE employees
     SET    first_name = :fnm, last_name = :lnm, email = :eml,
            salary = :sal, commission_pct = :cpt
     WHERE  employee_id = :eid";

  $conn = db_connect($err);
  if (!$conn) {
    handle_error('Connect Error', $err);
  }
  else {
    $bindargs = array();
    array_push($bindargs, array('EID', $newemp['empid'], -1));
    array_push($bindargs, array('FNM', $newemp['firstname'], -1));
    array_push($bindargs, array('LNM', $newemp['lastname'], -1));
    array_push($bindargs, array('EML', $newemp['email'], -1));
    array_push($bindargs, array('SAL', $newemp['salary'], -1));
    array_push($bindargs, array('CPT', $newemp['commpct'], -1));

    $r = db_execute_statement($conn, $statement, $err, $bindargs);
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    if (!$r) {
      handle_error('Cannot update employee '.$newemp['empid'], $err);
    }
    else {
      construct_employees();
    }
  }
}

14.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ߒಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐdelete_emp()㑐ᢙࠍᄌᦝޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᰴޕߔ߹ࠅߥߦ߁ࠃߩ

function delete_emp()
{
  if (!isset($_POST['emprec'])) { // User did not select a record
    construct_employees();
  }
  else {
    $empid = $_POST['emprec'];

    $conn = db_connect($err);
    if (!$conn) {
      handle_error('Connection Error', $err);
    }
    else {
      $statement = "DELETE FROM employees WHERE employee_id = :empid";
      $bindargs = array();
      array_push($bindargs, array('EMPID', $empid, -1));
      $r = db_execute_statement($conn, $statement, $err, $bindargs);

      if (!$r) {
        handle_error("Error deleting employee $empid", $err);
      }
      else {
        construct_employees();
      }
    }
  }
}

15.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸߇࡯࡜ࠛޕߔ߹ߒಣℂߦ߁ࠃࠆࠇߐget_dept_name()㑐ᢙࠍᄌᦝޔߪ࡞ࠗࠔࡈޕߔ߹ߒᰴࠅߥߦ߁ࠃߩ߹

ޕߔ

function get_dept_name($conn, $deptid)
{
  $query =
    'SELECT department_name
     FROM   departments
     WHERE  department_id = :did';

  $conn = db_connect($err);
  if (!$conn) {
    return ('Unknown');
  }
  else {
    $bindargs = array();
    array_push($bindargs, array('DID', $deptid, -1));
    $dn = db_do_query($conn, $query, OCI_FETCHSTATEMENT_BY_COLUMN,
                      $err, $bindargs);
    if ($dn == false)
      return ('Unknown');
    else
      return($dn['DEPARTMENT_NAME'][0]);
  }
}

16.  anyco_ui.incࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ ᣂ޿ߒ㑐ᢙui_print_error()ࠍㅊടޕߔ߹ߒ

function ui_print_error($message, $posturl)
{
  if (!$message) {
    echo '<p>Unknown error</p>';
  }
  else {
    echo "<p>Error at line {$message['LINE']} of "
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         ."{$message['FILE']}</p>";  // Uncomment for debugging
    echo "<p>{$message['MESSAGE']}</p>";
  }
  echo <<<END
  <form method="post" action="$posturl">
  <input type="submit" value="Return to Departments" name="showdept">
END;
}

END;ⴕߩవ㗡ߪߦⓨ⊕ࠍ㈩⟎ޕ޿ߐߛߊߢ޿ߥߒEND;行ߩవ㗡ߦⓨ⊕ࠍ㈩⟎ޔߣࠆߔᱷ߇࠻ࡦࡔࡘࠠ࠼ߩࠅ಴ജኻ⽎ߩ࠻ࠬࠠ࠹৻ㇱ

ޕߔ߹ࠇߐಣℂߡߒߣ

ޕߔ߹ߒ࠻ࠬ࠹ࠍᄌᦝޔߡߒ౉ജࠍURLߩᰴߦࠩ࠙࡜ࡉ ޕߔ߹ߒ଻ሽࠍᄌᦝߩ߳࡞ࠗࠔࡈ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕ  .17

Windowsߩ႐ว:

http://localhost/chap5/anyco.php

Linuxߩ႐ว:

http://localhost/~<username>/chap5/anyco.php

ޕߔ߹ࠇߐ␜⴫߇ࠫ࡯ࡍޠDepartmentsޟ

 
chap5_err_handling_001.gifߩ⺑᣿ 

 
18.  「Next」ޔߡߒࠢ࠶࡝ࠢࠍᦨᓟߩㇱ㐷࠼࡯ࠦ࡟㧔IDޟߩ110߇Accountingޠㇱ㐷㧕ޕߔ߹ߒ࠻࡯ࠥࡆ࠽ߦ「Next」ޔߡߒࠢ࠶࡝ࠢࠍᦨ

ᓟߩㇱ㐷ࠍ࠼࡯ࠦ࡟⿧ޕߔ߹ߺߡߒ࠻࡯ࠥࡆ࠽ߡ߃

 
chap5_err_handling_002.gifߩ⺑᣿ 

 

ޕࠎߖ߹߈ߢߪߣߎࠆߔ࠻࡯ࠥࡆ࠽ߡ߃⿧ࠍ࠼࡯ࠦ࡟ㇱ㐷ߩᦨᓟޔߡߞࠃߦಣℂ࡯࡜ࠛ

19.  ⛎ਈ0㧔ࡠ࠯㧕ߩᣂ޿ߒᓥᬺຬࠍᝌ౉ߚߒ႐วߪߚ߹ޔㇱ㐷IDࠍሽ࿷޿ߥߒIDߦᄌᦝߚߒ႐วޟޔߪCannot insert employee߁޿ߣޠ
ޕߔ߹ࠇߐ␜⴫߇ࠫ࡯ࡍ࡮࡯࡜ࠛ޿ߒᣂߩ࡯࠳࠶ࡋ
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追加のエラー処理

․ቯߩOracleࠛࠍ࡯࡜୘ߦޘಣℂޟޔ߫߃ߣߚ ޕߔ߹߈ߢEmployeesߢࠫ࡯ࡍޠ「Insert new employee」ߡߒࠢ࠶࡝ࠢࠍࡦ࠲ࡏᣂ޿ߒᓥᬺຬ࡟

ޕߔ߹߈ߢ␜⴫ࠍࠫ࡯࠮࠶ࡔ޿ߔ߿ࠅ߆ࠊࠅࠃޔߒࡊ࠶࡜࠻ࠍ࡯࡜ࠛߩߎޔߪ႐วߚߒᄌᦝߦㇱ㐷޿ߥߒሽ࿷ࠍㇱ㐷IDޔߒ૞ᚑࠍ࠼࡯ࠦ

1.  anyco.phpࠍ࡞ࠗࠔࡈ✬㓸ޕߔ߹ߒ insert_new_emp()㑐ᢙ࡯࡜ࠛߩಣℂࠍᄌᦝޕߔ߹ߒ

    $r = db_execute_statement($conn, $statement, $err, $bindargs);
    if ($r) {
      construct_employees();
    }
    else {
      if ($err['CODE'] == 2291) {  // Foreign key violated
        handle_error("Department {$newemp['deptid']} does not yet exist",
        $err);
      } 
      else {
        handle_error('Cannot insert employee', $err);
      }
    }

ޕߔ߹ߒ࠻ࠬ࠹ࠍᄌᦝޔߡߒ౉ജࠍURLߩᰴ ޕߔ߹ߒ଻ሽࠍᄌᦝߩ߳࡞ࠗࠔࡈ࡮ࡦ࡚ࠪ࡯ࠤ࡝ࡊࠕ  .2

Windowsߩ႐ว:

http://localhost/chap5/anyco.php

Linuxߩ႐ว:

http://localhost/~<username>/chap5/anyco.php

ޕߔ߹ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ「Show Employees」ޔߢࠫ࡯ࡍޠDepartmentsޟ  .3

 
chap5_err_handling_003.gifߩ⺑᣿ 

 
ޕߔ߹ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ「Insert new employee」ޔߢࠫ࡯ࡍޠEmployeesޟ  .4
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chap5_err_handling_004.gifߩ⺑᣿ 

 
ߒࠢ࠶࡝ࠢࠍ「Save」ޔߡߒቯ⸳ߦ99ࠍޠDepartment IDޟޔߒ౉ജࠍ⚦ᓥᬺຬ⹦ߦ߁ࠃߔ␜ߦᰴޔߢࠫ࡯ࡍޠInsert New Employeeޟ  .5

ޕߔ߹

 
chap5_err_handling_005.gifߩ⺑᣿ 

 

ᰴ߇ࠫ࡯ࡍ࡮࡯࡜ࠛߩ⴫␜ޕߔ߹ࠇߐ

 
chap5_err_handling_006.gifߩ⺑᣿ 

 

「Return to Departments」ޟߡߒࠢ࠶࡝ࠢࠍDepartmentsߦࠫ࡯ࡍޠᚯޔࠅ「Show Employees」ߡߒࠢ࠶࡝ࠢࠍᣂ޿ߒᓥᬺຬ࠼࡯ࠦ࡟

ޕߔ߹߈ߢ⹺⏕ࠍߣߎ޿ߥ޿ߡࠇߐㅊടߦㇱ㐷ޠAdministrationޟ߇
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6 ストアド・プロシージャおよびストアド・ファンクションの実行

この章では、PHPおよびOracle Databaseを使用してストアド・プロシージャおよびストアド・ファンクションを実行する方法について説明しま
す。内容は次のとおりです。

●     PL/SQLを使用したビジネス・ロジックの取得

●     PL/SQL参照カーソルを使用した結果セットの戻し

各従業員の報酬を計算するPL/SQLファンクションおよび従業員レコードの参照カーソルを戻すPL/SQLプロシージャでAnycoアプリケーションを拡
張します。

PL/SQLを使用したビジネス・ロジックの取得

Oracle PL/SQLプロシージャおよびファンクションを使用すると、すべてのクライアント・プログラムで使用できるビジネス・ロジックをデータ
ベースに保存できます。 これによって、データベースとPHP間で転送するデータ量を減らし、パフォーマンスを向上させることができます。

この項では、各従業員の合計報酬を計算して表示するPL/SQLストアド・ファンクションを作成します。

各従業員の合計報酬を表示するには、次の手順を実行します。

PHPアプリケーションは、HRユーザーとしてデータベースに接続します。DBA権限を持つユーザーとして、HRアカウントをロック解除する必要が

ある場合があります。HRユーザーをロック解除するには、次の手順を実行します。

1.  SQL Developerを起動し、Oracle Databaseへの接続をオープンします。

2.  systemユーザーとしてOracle Databaseにログインします。

3.  SQLワークシートまたはSQL*Plusを開き、次のgrant文を実行してHRユーザーにcreate procedure権限を割り当てます。

grant create procedure to hr;

62



 
chap6_hrgrantproc.gifの説明 

 
4.  hrユーザーとしてHRサンプル・スキーマにログインします。

5.  SQLワークシートまたはSQL*Plusを開き、次のテキストを入力してcalc_remuneration()関数を作成します。

create or replace function calc_remuneration(
  salary IN number, commission_pct IN number) return number is
begin
  return ((salary*12) + (salary * 12 * nvl(commission_pct,0)));
end;

 
chap6_hrcalcrem.gifの説明 
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6.  chap6ディレクトリを作成し、chap5からアプリケーション・ファイルをコピーし、新しく作成したディレクトリに移動します。

Windowsの場合:

mkdir c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap6
cd c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap6
copy ..¥chap5¥* .

Linuxの場合:

mkdir $HOME/public_html/chap6
cd $HOME/public_html/chap6
cp ../chap5/* .

7.  anyco.phpファイルを編集します。 行が戻されるたびにPL/SQLファンクションがコールされるようにconstruct_employees()関数

の問合せを変更します。

$query =
 "SELECT employee_id,
         substr(first_name,1,1) || '. '|| last_name as employee_name,
         hire_date,
         to_char(salary, '9999G999D99') as salary,
         nvl(commission_pct,0) as commission_pct,
         to_char(calc_remuneration(salary, commission_pct),'9999G999D99')
           as remuneration
  FROM employees
  WHERE department_id = :did
  ORDER BY employee_id ASC";

8.  anyco_ui.incファイルを編集します。 ui_print_employees()関数で、表に「Remuneration」列を追加し、従業員ごとに

「remuneration」フィールドが表示されるようにforeachループを変更します。

echo <<<END
   <form method="post" action="$posturl">
   <table>
   <tr>
     <th>&nbsp;</th>
     <th>Employee<br>ID</th>
     <th>Employee<br>Name</th>
     <th>Hiredate</th>
     <th>Salary</th>
     <th>Commission<br>(%)</th>
     <th>Remuneration</th>
   </tr>
END;

    // Write one row per employee
    foreach ($employeerecords as $emp) {
      echo '<tr>';
      echo '<td><input type="radio" name="emprec"
                 value="'.htmlentities($emp['EMPLOYEE_ID']).'"></td>';
      echo '<td align="right">'.htmlentities($emp['EMPLOYEE_ID']).'</td>';
      echo '<td>'.htmlentities($emp['EMPLOYEE_NAME']).'</td>';
      echo '<td>'.htmlentities($emp['HIRE_DATE']).'</td>';
      echo '<td align="right">'.htmlentities($emp['SALARY']).'</td>';
      echo '<td align="right">'.htmlentities($emp['COMMISSION_PCT']).'</td>';
      echo '<td align="right">'.htmlentities($emp['REMUNERATION']).'</td>';
      echo '</tr>';
    }

9.  アプリケーション・ファイルへの変更を保存します。 ブラウザで、次のURLを入力して、アプリケーションをテストします。

Windowsの場合:

http://localhost/chap6/anyco.php
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Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap6/anyco.php

10.  「Departments」ページで、「Show Employees」をクリックします。

 
chap6_stored_proc_test_001.gifの説明 

 

「Employees」ページで、従業員の報酬が最後の列に表示されます。

 
chap6_stored_proc_test_002.gifの説明 

 

PL/SQL参照カーソルを使用した結果セットの戻し

PL/SQLブロックから参照カーソルとして問合せデータを戻し、PHPに表示できます。この操作は、データセットで複雑な機能が必要な場合または
複数のアプリケーション・プログラムで同じ問合せを使用する場合に有効です。

PL/SQLの参照カーソルは、カーソル変数に割り当てられているタイプ定義です。パッケージ仕様部内にPL/SQLタイプを宣言して、パッケージ本
体などの他のPL/SQL構造で再利用することがよく行われます。

この項では、参照カーソルを使用して、特定の部門の従業員を取り出します。

PL/SQLパッケージ仕様部およびパッケージ本体を作成し、参照カーソルを使用して特定の部門の従業員を取り出すには、次の手順を実行しま
す。

1.  SQL Developerを起動し、hrユーザーとしてHRサンプル・スキーマにログインします。

2.  SQLワークシートまたはSQL*Plusを開き、次のテキストを入力してPL/SQLパッケージcv_typesを作成します。

CREATE OR REPLACE PACKAGE cv_types AS
  TYPE empinfotyp IS REF CURSOR;
  PROCEDURE get_employees(deptid in number,
                          employees in out empinfotyp);
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END cv_types;

「Run」をクリックします。

 
chap6_hrcreatepack.gifの説明 

 
3.  SQLワークシートで、次のテキストを入力してPL/SQLパッケージ本体cv_typesを作成します。

CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY cv_types AS
  PROCEDURE get_employees(deptid in number,
                          employees in out empinfotyp)
  IS
  BEGIN
    OPEN employees FOR
      SELECT employee_id,
        substr(first_name,1,1) || '. '|| last_name as employee_name,
        hire_date,
        to_char(salary, '999G999D99') as salary,
        NVL(commission_pct,0) as commission_pct,
        to_char(calc_remuneration(salary, commission_pct),
                '9999G999D99') as remuneration
      FROM employees
      WHERE department_id = deptid
      ORDER BY employee_id ASC;
  END get_employees;
END cv_types;

「Run」をクリックします。
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chap6_hrcreatebody.gifの説明 

 
4.  anyco_db.incファイルを編集します。 PL/SQLパッケージ・プロシージャをコールする新しいPHP関数を作成します。

// Use ref cursor to fetch employee records
// All records are retrieved - there is no paging in this example 
function db_get_employees_rc($conn, $deptid, &$e)
{
  // Execute the call to the stored procedure
  $stmt = "BEGIN cv_types.get_employees($deptid, :rc); END;";
  $stid = @oci_parse($conn, $stmt);
  if (!$stid) {
    $e = db_error($conn, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $refcur = oci_new_cursor($conn);
  if (!$stid) {
    $e = db_error($conn, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $r = @oci_bind_by_name($stid, ':RC', $refcur, -1, OCI_B_CURSOR);
  if (!$r) {
    $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $r = @oci_execute($stid);
  if (!$r) {
    $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  // Now treat the ref cursor as a statement resource
  $r = @oci_execute($refcur, OCI_DEFAULT);
  if (!$r) {
    $e = db_error($refcur, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $r = @oci_fetch_all($refcur, $employeerecords, null, null,
                          OCI_FETCHSTATEMENT_BY_ROW);
  if (!$r) {
    $e = db_error($refcur, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  return ($employeerecords);
}

db_get_employees_rc()関数は、次の無名（名前が指定されていない）PL/SQLブロックを実行します。
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BEGIN cv_types.get_employees($deptid, :rc); END;

BEGIN ENDブロック内のPL/SQL文は、ストアドPL/SQLパッケージ・プロシージャcv_types.et_employees()をコールします。 これ

によって、PHP変数$refcurにOCI_B_CURSOR参照カーソル・バインド変数が戻されます。

$refcur変数は、oci_parse()によって戻される文ハンドルと同様に処理されます。PHPでSQL問合せを実行した場合と同様に、実行

操作およびフェッチ操作に使用されます。

5.  anyco.phpファイルを編集します。construct_employees()関数で、問合せテキストおよびバインド引数を削除します。ファイル

は、次のようになります。

function construct_employees()
{
  $deptid = $_SESSION['deptid'];
  $conn = db_connect($err);
  if (!$conn) {
    handle_error('Connection Error', $err);
  }
  else {
    $emp = db_get_employees_rc($conn, $deptid, $err);

    if (!$emp) {
      handle_error('Cannot fetch Employees', $err);
    }
    else {
      $deptname = get_dept_name($conn, $deptid);

      ui_print_header('Employees: '.$deptname);
      ui_print_employees($emp, $_SERVER['SCRIPT_NAME']);
      ui_print_footer(date('Y-m-d H:i:s'));
    }
  }
}

6.  アプリケーション・ファイルへの変更を保存します。 ブラウザで、次のURLを入力して、アプリケーションをテストします。

Windowsの場合:

http://localhost/chap6/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap6/anyco.php

7.  「Departments」ページで、「Next」をクリックして「Marketing」部門ページにナビゲートします。

 
chap6_refcursor_005.gifの説明 

 
8.  「Marketing」部門ページで、「Show Employees」をクリックします。
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chap6_refcursor_006.gifの説明 

 

「Employees」ページに、従業員のページが以前と同様に表示されます。

 
chap6_refcursor_007.gifの説明 
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࠼࡯ࡠߩࠫ࡯ࡔࠗ 7

この章では、新しい従業員レコードのJPEGイメージをアップロードして「Employees」ページに表示するためにアプリケーションを変更する方法
について説明します。内容は次のとおりです。

●     BLOBを使用した従業員イメージの保存およびロード

●     イメージのサイズ変更

BLOBࠍ૶↪ߚߒᓥᬺຬࠗߩࠫ࡯ࡔ଻ሽ࠼࡯ࡠ߮ࠃ߅

この項では、従業員のレコードに写真を格納できるようにアプリケーション・コードを変更します。

従業員レコードに従業員のイメージを格納できるようにするには、次の手順を実行します。

1.  chap7ディレクトリを作成し、chap6からアプリケーション・ファイルをコピーし、新しく作成したディレクトリに移動します。

Windowsの場合:

mkdir c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap7
cd c:¥program files¥Apache Group¥Apache2¥htdocs¥chap7
copy ..¥chap6¥* .

Linuxの場合:

mkdir $HOME/public_html/chap7
cd $HOME/public_html/chap7
cp ../chap6/* .

2.  SQL Developerを起動し、HRサンプル・スキーマへの接続をオープンします。

3.  hrユーザーとしてHRサンプル・スキーマにログインします。

4.  SQLワークシートを開き、次のCREATE TABLE文を入力して、従業員イメージを格納するための新しい表を作成します。

CREATE TABLE employee_photos(
  employee_id        NUMBER,
  employee_thumbnail BLOB);
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chap7_hrcreatetable.gifの説明 

 
5.  HRユーザーがこのコマンドを実行するには、CREATE TABLE権限が必要です。「insufficient privileges」エラー・メッセージが戻

された場合は、HRユーザーとしてログアウトしてから、systemとしてログインし、次のGRANTコマンドを実行します。

GRANT create table TO hr;

次に、再度HRとしてログインして、CREATE TABLE文を実行します。

6.  anyco_ui.incファイルを編集します。 ui_print_employees()関数のEMPLOYEES表に「Photograph」列を追加します。

<th>Commission<br>(%)</th>
<th>Remuneration</th>
<th>Photograph</th>

「Photograph」列のデータは、<img>タグ付きで移入されます。このタグでは、src属性が新しいanyco_im.phpファイルへのURL参照

として定義されているため、従業員レコードごとにイメージが表示されます。

7.  anyco_ui.incファイルを編集します。 ui_print_employees()関数に、従業員IDをパラメータとして指定して、anyco_im.php

ファイルを参照する<img>タグを生成するコードを追加します。

echo '<td align="right">'
     .htmlentities($emp['REMUNERATION']).'</td>';
echo '<td><img src="anyco_im.php?showempphoto='.$emp['EMPLOYEE_ID']
     .'" alt="Employee photo"></td>';

8.  anyco_ui.incファイルを編集します。 新しい従業員レコードの作成時にイメージをアップロードできるようにするには、

ui_print_insert_employee()関数の<form>タグにenctype属性を追加します。

<form method="post" action="$posturl" enctype="multipart/form-data">

フォームの下部にアップロード用のフィールドを追加し、その入力タイプをfileに設定します。

<tr>
  <td>Commission (%)</td>
  <td><input type="text" name="commpct" value="0" size="20"></td>
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</tr>
<tr>
  <td>Photo</td>
  <td><input type="file" name="empphoto"></td>
</tr>

9.  anyco_im.php fileファイルを作成します。 このファイルは、URLパラメータとして従業員IDをとり、その従業員レコードの

「Photograph」列からイメージを読み取り、表示するサムネイル・イメージを戻します。

<?php    // anyco_im.php

require('anyco_cn.inc');
require('anyco_db.inc');
construct_image();

function construct_image()
{
  if (!isset($_GET['showempphoto'])) {
    return;
  }

  $empid = $_GET['showempphoto'];

  $conn = db_connect($err);

  if (!$conn) {
    return;
  }

  $query =
    'SELECT employee_thumbnail
     FROM   employee_photos
     WHERE  employee_id = :eid';

  $stid = oci_parse($conn, $query);
  $r = oci_bind_by_name($stid, ":eid", $empid, -1);
  if (!$r) {
    return;
  }
  $r = oci_execute($stid, OCI_DEFAULT);
  if (!$r) {
    return;
  }

  $arr = oci_fetch_row($stid);
  if (!$arr) {
    return;                     // photo not found
  }

  $result = $arr[0]->load();

  // If any text (or whitespace!) is printed before this header is sent,
  // the text is not displayed. The image also is not displayed properly.
  // Comment out the "header" line to see the text and debug.
  header("Content-type: image/JPEG");
  echo $result;
}

?>

construct_image()関数は、OCI-Lob->load()関数を使用して、イメージ・データであるOracle LOBデータを取り出します。 PHP

のheader()関数は、HTTPレスポンス・ヘッダーにMIMEタイプを設定して、ブラウザがデータをJPEGイメージとして認識できるように

します。

他のイメージ・タイプを表示する場合は、そのタイプに応じてContent-typeを変更する必要があります。

10.  anyco_db.incファイルを編集します。 EMPLOYEE_PHOTOS表にイメージを挿入する新しい関数db_insert_thumbnail()を追加しま

す。

function db_insert_thumbnail($conn, $empid, $imgfile, &$e)
{
  $lob = oci_new_descriptor($conn, OCI_D_LOB);
  if (!$lob) {
    $e = db_error($conn, __FILE__, __LINE__);
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    return false;
  }

  $insstmt =
    'INSERT INTO employee_photos (employee_id, employee_thumbnail)
     VALUES(:eid, empty_blob())
     RETURNING employee_thumbnail into :etn';

  $stmt = oci_parse($conn, $insstmt);
  $r = oci_bind_by_name($stmt, ':etn', $lob, -1, OCI_B_BLOB);
  if (!$r) {
    $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $r = oci_bind_by_name($stmt, ':eid', $empid, -1);
  if (!$r) {
    $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $r = oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
  if (!$r) {
    $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }

  if (!$lob->savefile($imgfile)) {
    $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $lob->free();

  return true;
}

新しいEMPLOYEE_PHOTOS表とEMPLOYEES表を結び付けるには、両方の表で同じ従業員IDを使用する必要があります。

11.  anyco_db.incファイルを編集します。 OUTバインド変数値がデータベースから戻されるように、db_execute_statement()関数の

$bindvarsパラメータを&$bindvarsに変更します。 この関数の下部に、戻されたバインド変数値を設定するループを追加します。

function db_execute_statement($conn, $statement, &$e, &$bindvars = array())
{
  ...
  $r = @oci_execute($stid);
  if (!$r) {
    $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
    return false;
  }
  $outbinds = array();
  foreach ($bindvars as $b) {
    $outbinds[$b[0]] = $$b[0];
  }
   $bindvars = $outbinds;
   return true;
}

12.  anyco.phpファイルを編集します。バインド変数:neweidに新しい従業員IDが戻されるように、insert_new_emp()関数のINSERT文

を変更します。 この値がイメージとともに新しいEMPLOYEE_PHOTOS表に挿入されます。

$statement =
  'INSERT INTO employees
               (employee_id, first_name, last_name, email, hire_date,
               job_id, salary, commission_pct, department_id)
   VALUES (employees_seq.nextval, :fnm, :lnm, :eml, :hdt,
          :jid, :sal, :cpt, :did)
   RETURNING employee_id into :neweid';

また、insert_new_emp()関数で、array_push()関数へのコールを追加して、新しいバインド変数NEWEIDをarray_push()コール

のリストの最後に設定します。

array_push($bindargs, array('CPT', $newemp['commpct'], -1));
array_push($bindargs, array('DID', $newemp['deptid'], -1));
array_push($bindargs, array('NEWEID', null, 10));
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NEWIDの値はINSERT文のRETURNING句で取り出されるため、その初期値はNULLに設定します。長さは、戻り値に十分な桁を確保するた

めに10に設定します。

13.  anyco.phpファイルを編集します。insert_new_emp()関数で、db_execute_statement()コールとconstruct_employees()コー

ルの間にサムネイル・イメージを挿入するコールを追加します。

$r = db_execute_statement($conn, $statement, $err, $bindargs);
if ($r) {
  $r = db_insert_thumbnail($conn, $bindargs['NEWEID'],
                           $_FILES['empphoto']['tmp_name'], $e);
  construct_employees();
}

14.  ブラウザに、次のアプリケーションURLを入力します。

Windowsの場合:

http://localhost/chap7/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap7/anyco.php

15.  「Departments」ページで、「Show Employees」をクリックして「Employees」ページにナビゲートします。

 
chap7_loadimg_005.gifの説明 

 
16.  「Employees」ページで、新しい従業員レコードを挿入するには、「Insert new employee」をクリックします。

 
chap7_loadimg_006.gifの説明 

 
17.  「Insert New Employee」フォームでは、データベースにアップロードするシステム上のサムネイル・イメージを選択できます。次の

各フィールドに独自の値を入力するか、または表示されている値を使用します。「Browse」をクリックします。

74



 
chap7_loadimg_007.gifの説明 

 
18.  「File Upload」ウィンドウで、JPEGイメージ・ファイルを参照して選択し、「Open」をクリックします。

 
chap7_loadimg_008.gifの説明 

 
19.  「Insert New Employee」ページで、「Save」をクリックします。
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chap7_loadimg_022.gifの説明 

 

「Employees」ページに、元のサイズのイメージを含む新しい従業員レコードが表示されます。

 
chap7_loadimg_009.gifの説明 

 

ᄌᦝ࠭ࠗࠨߩࠫ࡯ࡔࠗ

この項では、アプリケーション・コードをさらに変更して、指定したイメージからサムネイル・イメージを作成し、従業員のレコードにそのサ
ムネイル・イメージを格納します。

PHPのGDグラフィックス拡張モジュールを使用して、従業員イメージをサイズ変更します。

1.  Apacheを再起動します。ApacheMonitorユーティリティを使用するか、またはWindowsのサービスを使用できます。
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ApacheMonitorユーティリティを使用するには、Apacheのbinディレクトリに移動し、ApacheMonitor.exeをダブルクリックします。

デフォルトのインストールでは、Apacheのbinディレクトリはc:¥Program Files¥Apache Group¥Apache2¥binです。

Windowsのサービスにアクセスするには、Windowsの「スタート」メニューで、「スタート」→「コントロール パネル」→「管理ツール」
→「サービス」を選択します。「標準」タブを選択します。「Apache2 HTTP Server」を右クリックし、「再起動」を選択します。

2.  anyco_db.incファイルを編集します。 イメージをサイズ変更してサムネイル・イメージを作成するには、db_insert_thumbnail

()関数で$lob->savefile($imgfile)へのコールの前に次のコードを追加します。

$r = oci_execute($stmt, OCI_DEFAULT);
if (!$r) {
  $e = db_error($stid, __FILE__, __LINE__);
  return false;
}

// Resize the image to a thumbnail
define('MAX_THUMBNAIL_DIMENSION', 100);
$src_img = imagecreatefromjpeg($imgfile);
list($w, $h) = getimagesize($imgfile);
if ($w > MAX_THUMBNAIL_DIMENSION || $h > MAX_THUMBNAIL_DIMENSION)
{
  $scale =  MAX_THUMBNAIL_DIMENSION / (($h > $w) ? $h : $w);
  $nw = $w * $scale;
  $nh = $h * $scale;

  $dest_img = imagecreatetruecolor($nw, $nh);
  imagecopyresampled($dest_img, $src_img, 0, 0, 0, 0, $nw, $nh, $w, $h);

  imagejpeg($dest_img, $imgfile);  // overwrite file with new thumbnail

  imagedestroy($src_img);
  imagedestroy($dest_img);
}

if (!$lob->savefile($imgfile)) {
...

imagecreatefromjpeg()関数を使用して、JPEGファイルを読み取り、後続のGD関数で使用される内部表現を作成しています。次に、

最長側面が100ピクセル以下の新しい次元を計算しています。imagecreatetruecolor()関数を使用して、その新しいサイズのテンプ

レート・イメージを作成しています。imagecopyresampled()関数を使用して元のイメージのデータをそのテンプレート・イメージ

にサンプリングして、サムネイル・イメージを作成しています。 サムネイル・イメージを元のファイルに書き戻し、イメージの内部
表現を解放しています。

db_insert_thumbnail()関数の既存のコードは、以前の実装と同様に、データベースにイメージ・ファイルをアップロードします。

3.  ブラウザに次のURLを入力して、アプリケーションの変更をテストします。

Windowsの場合:

http://localhost/chap7/anyco.php

Linuxの場合:

http://localhost/~<username>/chap7/anyco.php

4.  「Departments」ページで、「Show Employees」をクリックして、「Employees」ページにナビゲートします。
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chap7_loadimg_018.gifの説明 

 
5.  「Employees」ページで、新しい従業員レコードを挿入するには、「Insert new employee」をクリックします。

 
chap7_loadimg_019.gifの説明 

 
6.  新しく従業員の詳細を入力するか、または表示されている値を使用します。従業員イメージを参照するには、「Browse」をクリック

します。
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chap7_loadimg_020.gifの説明 

 
7.  サイズが100ピクセルより大きいJPEGイメージを検索して選択し、「Open」をクリックします。

 
chap7_loadimg_021.gifの説明 

 
8.  「Insert New Employee」ページで、「Save」をクリックします。
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chap7_loadimg_022.gifの説明 

 

「Employees」ページに、新しくアップロードしたJPEGイメージが表示されます。そのイメージ・サイズは、イメージ・サイズ変更
コードを含める前にロードしたイメージと比較すると小さくなります。

 
chap7_loadimg_023.gifの説明 
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8 グローバル・アプリケーションの構築

この章では、PHPおよびOracle Database環境でのグローバル・アプリケーションの開発について説明します。グローバルなインターネット・ア
プリケーションの開発およびデプロイに関連付けられている基本的なタスク（ロケール認識の開発、ユーザー選択言語でのHTMLコンテンツの構
築、ユーザーのロケールの表記規則に従ったデータの表示など）について説明します。

様々なロケールがサポートされているグローバルなインターネット・アプリケーションを構築するには、優れた開発プラクティスが必要です。
ロケールとは、各国語およびその言語が話されている地域のことです。アプリケーション自体がユーザーのロケール・プリファレンスを認識
し、ユーザーが考えているとおりの表記規則に従ってコンテンツを表示できる必要があります。適切なロケール特性（正しい日付書式や数値書
式など）でデータを表示することが重要です。Oracle Databaseは、完全な国際化を実現しており、グローバル・アプリケーションを開発および
デプロイするためのグローバルなプラットフォームを提供します。

この章の内容は次のとおりです。

●     OracleとPHP間の環境の確立

●     文字列の操作

●     ユーザーのロケールの決定

●     ロケール認識の開発

●     HTMLページのエンコーディング

●     翻訳のためのHTMLページのコンテンツの編成

●     ユーザーが考えているとおりの表記規則を使用したデータの表示

OracleとPHP間の環境の確立

グローバル・アプリケーションを構築するための最初の手順は、PHPエンジンとOracle Databaseの間に接続を正しく設定する手順です。これ
で、すべての層にわたってデータ整合性が保証されます。インターネット・ベースのほとんどの標準規格で、文字エンコーディングとして
Unicodeがサポートされているため、この章ではデータ交換用のキャラクタ・セットとしてUnicodeを使用します。

PHPはOCI8拡張モジュールを使用するため、OCIに適用されるルールはPHPにも適用されます。Oracleロケールの動作（OCIアプリケーションで使
用されるクライアント・キャラクタ・セットを含む）は、NLS_LANG環境変数で定義します。この環境変数の形式は次のとおりです。

     <language>_<territory>.<character set>

たとえば、ドイツのドイツ語ユーザーがUnicodeでアプリケーションを実行している場合、NLS_LANGは次のように設定されています。

GERMAN_GERMANY.AL32UTF8

言語および地域の設定によって、Oracle日付書式、エラー・メッセージ言語、ソート順序に使用されるルールなどのOracleの動作が制御されま
す。キャラクタ・セットAL32UTF8は、UTF-8のOracle名です。

NLS_LANG環境変数の詳細は、Oracle Databaseのインストレーション・ガイドを参照してください。

PHPがApacheにインストールされている場合は、/etc/profileにNLS_LANGを設定できます。

    export NLS_LANG GERMAN_GERMANY.AL32UTF8
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PHPがOracle HTTP Serverにインストールされている場合は、$ORACLE_HOME/opmn/conf/opmn.xmlに環境変数としてNLS_LANGを設定する必要

があります。

   <ias-component id="HTTP_Server">
     <process-type id="HTTP_Server" module-id="OHS">
       <environment>
         <variable id="PERL5LIB"
          value="D:¥oracle¥1012J2EE¥Apache¥Apache¥mod_perl¥site¥5.6.1¥lib"/>
         <variable id="PHPRC" value="D:¥oracle¥1012J2EE¥Apache¥Apache¥conf"/>
         <variable id="NLS_LANG" value="german_germany.al32utf8"/>
       </environment>
       <module-data>
         <category id="start-parameters">
           <data id="start-mode" value="ssl-disabled"/>
         </category>
       </module-data>
       <process-set id="HTTP_Server" numprocs="1"/>
     </process-type>
   </ias-component>

この変更を実装するには、Webリスナーを再起動する必要があります。

文字列の操作

PHPは、ISO-8859-1キャラクタ・セットで動作するように設計されています。それ以外のキャラクタ・セット（特にマルチバイト・キャラクタ・
セット）を処理する場合は、一連のマルチバイト文字列関数を使用できます。これらの機能を有効にするには、mbstring拡張モジュールを有効
にする必要があります。

アプリケーション・コードでmb_strlen()などの関数を使用して、文字列内の文字数を計算する必要があります。これによって、文字列内のバ

イト数を戻すstrlen()とは異なる値が戻される場合があります。

mbstring拡張モジュールを有効にし、Webサーバーを再起動すると、いくつかの構成オプションを使用できるようになります。mbstring.

func_overloadをOverload設定のいずれかに設定して、標準のPHP文字列関数の動作を変更できます。

詳細は、PHPのmbstringに関する次のリファレンス・マニュアルを参照してください。

http://www.php.net/mbstring

ユーザーのロケールの決定

グローバル環境のアプリケーションでは、ロケール・プリファレンスが異なるユーザーに対応する必要があります。ユーザーの優先ロケールを
決定した後は、そのロケールの言語でHTMLコンテンツを構築し、そのロケールの表記規則に従います。

ユーザーのロケールを決定する一般的な方法として、ブラウザのデフォルトのISOロケール設定を使用する方法があります。通常、ブラウザは、
Accept Language HTTPヘッダーでHTTPサーバーにそのロケール・プリファレンス設定を送信します。Accept Language HTTPヘッダーがNULLの場
合は、使用可能なロケール・プリファレンス情報がなく、事前定義のデフォルトのロケールにフォールバックされます。

次のPHPコードは、$_SERVERサーバー変数を使用して、Accept Language HTTPヘッダーからISOロケールを取り出します。

$s = $_SERVER["HTTP_ACCEPT_LANGUAGE"]

ロケール認識の開発

ユーザーのロケール・プリファレンスを決定すると、日付、時間、通貨の書式などのロケール依存の関数をコールして、ロケールの表記規則に
従ってHTMLページを書式設定できます。

様々なプログラミング環境で実装されるグローバル・アプリケーションを構築する場合は、異なる環境間でユーザー・ロケール設定を同期でき
るようにする必要があります。たとえば、PL/SQLプロシージャをコールするPHPアプリケーションでは、PL/SQLプロシージャをコールする前に、
ISOロケールを対応するNLS_LANGUAGE値およびNLS_TERRITORY値にマップし、ユーザーのロケールに合わせてパラメータ値を変更する必要があ
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ります。PL/SQL UTL_I18Nパッケージには、ISOロケールとOracleロケール間でマップできるマッピング関数が含まれています。

表8-1に、よく使用されるロケールをISO環境およびOracle環境に定義する方法を示します。

表 8-1: ISO、SQL、PL/SQLの各プログラミング環境でのロケールの表現

ロケール ロケールID NLS_LANGUAGE NLS_TERRITORY

中国語（中華人民共和国） zh-CN SIMPLIFIED CHINESE CHINA

中国語（台湾） zh-TW TRADITIONAL CHINESE TAIWAN

英語（アメリカ合衆国） en-US AMERICAN AMERICA

英語（イギリス） en-GB ENGLISH UNITED KINGDOM

フランス語（カナダ） fr-CA CANADIAN FRENCH CANADA

フランス語（フランス） fr-FR FRENCH FRANCE

ドイツ語 de GERMAN GERMANY

イタリア語 it ITALIAN ITALY

日本語 ja JAPANESE JAPAN

韓国語 ko KOREAN KOREA

ポルトガル語（ブラジル） pt-BR BRAZILIAN PORTUGUESE BRAZIL

ポルトガル語 pt PORTUGUESE PORTUGAL

スペイン語 es SPANISH SPAIN

 

HTMLページのエンコーディング

HTMLページのエンコーディングは、ブラウザおよびインターネット・アプリケーションに関する重要な情報です。ページ・エンコーディング
は、インターネット・アプリケーションがサービスを提供しているロケールで使用されるキャラクタ・セットとみなすことができます。ブラウ
ザは、正しいフォントおよびキャラクタ・セットのマッピング表を使用してHTMLページを表示できるように、ページ・エンコーディングを認識
している必要があります。インターネット・アプリケーションは、HTMLフォームに入力されたデータを処理できるように、HTMLページ・エン
コーディングを認識している必要があります。

ロケールごとに異なるネイティブ・エンコーディングを使用するのではなく、すべてのページ・エンコードでUTF-8（Unicodeエンコーディン
グ）を使用することをお薦めします。このエンコーディングを使用すると、グローバル・アプリケーションのコーディングを簡略化できるのみ
でなく、単一ページに多言語コンテンツを配置できます。
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HTMLページ用のページ・エンコーディングの指定

HTMLページのエンコーディングをHTTPヘッダーまたはHTMLページ・ヘッダーに指定できます。

HTTPヘッダーへのエンコーディングの指定

HTMLページ・エンコーディングをHTTPヘッダーに指定するには、HTTP仕様にContent-Type HTTPヘッダーを含めます。このヘッダーで、コンテン
ツ・タイプおよびキャラクタ・セットを指定します。Content-Type HTTPヘッダーの形式は次のとおりです。

Content-Type: text/html; charset=utf-8

charsetパラメータで、HTMLページのエンコーディングを指定します。charsetパラメータに指定可能な値は、ブラウザでサポートされている文
字エンコーディングのIANA名です。

HTMLページ・ヘッダーへのエンコーディングの指定

この方法は、主に静的なHTMLページに使用します。HTMLページ・エンコーディングをHTMLページ・ヘッダーに指定するには、文字エンコーディ
ングを次のようにHTMLヘッダーに指定します。

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html;charset=utf-8">

charsetパラメータで、HTMLページのエンコーディングを指定します。Content-Type HTTPの場合と同様に、charsetパラメータに指定可能な値
は、ブラウザでサポートされている文字エンコーディングのIANA名です。

PHPへのページ・エンコーディングの指定

PHP構成変数を次のように設定することで、Content-Type HTTPヘッダーでHTMLページのエンコーディングを指定できます。

default_charset = UTF-8

この設定によって送信ページは変換されません。アプリケーションでは、サーバー生成のページをUTF-8でエンコードする必要があります。

翻訳のためのHTMLページのコンテンツの編成

ユーザー・インタフェースをユーザーのローカル言語で使用できるようにすることは、アプリケーションのグローバル化の基本的なタスクで
す。HTMLページのコンテンツの翻訳可能なソースは、次のように分類されます。

●     アプリケーション・コードに含まれているテキスト文字列

●     静的なHTMLファイル、イメージ・ファイル、およびCSSなどのテンプレート・ファイル

●     データベースに格納されている動的なデータ

PHPの文字列

PHPアプリケーション・ロジック内の翻訳可能な文字列を外部化して、そのテキストを簡単に翻訳できるようにする必要があります。これらのテ
キスト・メッセージは、翻訳対象データのタイプおよびボリュームに応じて、フラット・ファイルまたはデータベース表に格納できます。

静的ファイル

HTMLファイルやGIFファイルなどの静的ファイルは簡単に翻訳できます。これらのファイルを翻訳する場合は、UTF-8をファイル・エンコーディ
ングとして指定して、対応する言語に翻訳する必要があります。翻訳したファイルの言語を区別するには、静的ファイルを言語ごとに異なる
ディレクトリにステージングするか、または異なるファイル名でステージングします。
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データベースのデータ

通常、製品名や製品説明などの動的な情報がデータベースに格納されています。様々な翻訳を区別するには、この情報を保持しているデータ
ベース・スキーマに言語を示すための列を含める必要があります。目的の言語を選択するには、問合せにWHERE句を含める必要があります。

ユーザーが考えているとおりの表記規則を使用したデータの表示

アプリケーションのデータは、ユーザーが考えているとおりに表示される必要があります。そうでない場合、データの意味が誤って解釈される
可能性があります。たとえば、12/11/05という日付は、アメリカ合衆国では2005年12月11日を意味するのに対して、イギリスでは2005年11月12
日を意味します。ユーザーの数値書式および通貨書式にも同様の違いが存在します。たとえば、.という記号はアメリカ合衆国では小数点セパ
レータですが、ドイツでは千単位セパレータです。

各言語に独自のソート・ルールがあります。アルファベットの文字の順序に従う言語、文字の画数に従う言語、単語の発音に従う言語などがあ
ります。ユーザーが慣れている言語順序でソートされていないデータを表示すると、情報の検索が難しくなり、時間がかかることがあります。

アプリケーション・ロジックおよびデータベースから取り出すデータの量によっては、アプリケーション・レベルではなくデータベース・レベ
ルでデータを書式設定した方がより適切な場合があります。Oracle Databaseには、ユーザーのロケール・プリファレンスがわかっている場合に
データの表示を調整するのに役立つ機能が多く用意されています。以降の項では、SQLでのロケール依存の操作の例を示します。

Oracleの日付書式

Oracle Databaseの日付表示書式には、標準の日付、短い日付、長い日付の3種類があります。次の例では、アメリカ合衆国およびドイツでの短
い日付書式と長い日付書式の違いを示します。

SQL> alter session set nls_territory=america nls_language=american;

Session altered.

SQL> select employee_id EmpID,
  2  substr(first_name,1,1)||'.'||last_name "EmpName",
  3  to_char(hire_date,'DS') "Hiredate",
  4  to_char(hire_date,'DL') "Long HireDate"
  5  from employees
  6* where employee_id <105;

     EMPID EmpName                     Hiredate   Long HireDate
---------- --------------------------- ---------- -----------------------------
       100 S.King                      06/17/1987 Wednesday, June 17, 1987
       101 N.Kochhar                   09/21/1989 Thursday, September 21, 1989
       102 L.De Haan                   01/13/1993 Wednesday, January 13, 1993
       103 A.Hunold                    01/03/1990 Wednesday, January 3, 1990
       104 B.Ernst                     05/21/1991 Tuesday, May 21, 1991

SQL> alter session set nls_territory=germany nls_language=german;

Session altered.

SQL> select employee_id EmpID,
  2  substr(first_name,1,1)||'.'||last_name "EmpName",
  3  to_char(hire_date,'DS') "Hiredate",
  4  to_char(hire_date,'DL') "Long HireDate"
  5  from employees
  6* where employee_id <105;

     EMPID EmpName                     Hiredate Long HireDate
---------- --------------------------- -------- ------------------------------
       100 S.King                      17.06.87 Mittwoch, 17. Juni 1987
       101 N.Kochhar                   21.09.89 Donnerstag, 21. September 1989
       102 L.De Haan                   13.01.93 Mittwoch, 13. Januar 1993
       103 A.Hunold                    03.01.90 Mittwoch, 3. Januar 1990
       104 B.Ernst                     21.05.91 Dienstag, 21. Mai 1991

Oracleの数値書式

85



次の例では、アメリカ合衆国とドイツでの小数点文字およびグループ・セパレータの違いを示します。

SQL> alter session set nls_territory=america;

Session altered.

SQL> select employee_id EmpID,
  2  substr(first_name,1,1)||'.'||last_name "EmpName",
  3  to_char(salary, '99G999D99') "Salary"
  4  from employees
  5* where employee_id <105

     EMPID EmpName                     Salary
---------- --------------------------- ----------
       100 S.King                       24,000.00
       101 N.Kochhar                    17,000.00
       102 L.De Haan                    17,000.00
       103 A.Hunold                      9,000.00
       104 B.Ernst                       6,000.00

SQL> alter session set nls_territory=germany;

Session altered.

SQL> select employee_id EmpID,
  2  substr(first_name,1,1)||'.'||last_name "EmpName",
  3  to_char(salary, '99G999D99') "Salary"
  4  from employees
  5* where employee_id <105

     EMPID EmpName                     Salary
---------- --------------------------- ----------
       100 S.King                       24.000,00
       101 N.Kochhar                    17.000,00
       102 L.De Haan                    17.000,00
       103 A.Hunold                      9.000,00
       104 B.Ernst                       6.000,00

Oracleの言語ソート

スペイン語では、伝統的にch、llおよびñが一意の文字として扱われ、それぞれc、lおよびnの後に順序付けられます。次の例では、ChenとChung
という従業員名にスペイン語のソートを使用した場合の結果を示します。

SQL> alter session set nls_sort=binary;

Session altered.

SQL> select employee_id EmpID,
  2         last_name "Last Name"
  3  from employees
  4  where last_name like 'C%'
  5* order by last_name

     EMPID Last Name
---------- -------------------------
       187 Cabrio
       148 Cambrault
       154 Cambrault
       110 Chen
       188 Chung
       119 Colmenares

6 rows selected.

SQL> alter session set nls_sort=spanish_m;

Session altered.

SQL> select employee_id EmpID,
  2         last_name "Last Name"
  3  from employees
  4  where last_name like 'C%'
  5* order by last_name
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     EMPID Last Name
---------- -------------------------
       187 Cabrio
       148 Cambrault
       154 Cambrault
       119 Colmenares
       110 Chen
       188 Chung

6 rows selected.

Oracleのエラー・メッセージ

NLS_LANGUAGE パラメータは、データベースから戻されるデータベース・エラー・メッセージの言語も制御します。SQL文を発行する前にこのパ

ラメータを設定すると、言語固有のデータベース・エラー・メッセージがアプリケーションに戻されるようになります。

次のサーバー・メッセージについて考えてみます。

ORA-00942: table or view does not exist

NLS_LANGUAGEパラメータをフランス語に設定すると、このサーバー・メッセージは次のように表示されます。

ORA-00942: table ou vue inexistante

Oracle Databaseのグローバリゼーション・サポート機能の詳細は、『Oracle Database 2日で開発者ガイド』のグローバル環境での作業に関す
る項を参照してください。
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索引

記号 A B C D E F G H I J L M N O P S T U V W あ か さ た は や ら 

記号

$bindargs配列, [1]

$bindargsパラメータ, [1]

$bindvarsパラメータ, [1], [2], [3]

$connパラメータ, [1]

$current変数, [1]

$dateパラメータ, [1]

$DID変数, [1]

$emp変数, [1]

$eパラメータ, [1], [2], [3]

$fileパラメータ, [1]

$lineパラメータ, [1]

$posturlパラメータ, [1], [2]

$q1パラメータ [1]

$queryパラメータ, [1]

$refcur変数, [1]

$resultsパラメータ, [1]

$resulttypeパラメータ, [1]

$rowsperpageパラメータ, [1]

$stidパラメータ, [1], [2]

$titleパラメータ, [1]

$パラメータ, [1]

@（エラー表示を抑止する）, [1]

__FILE__変数, [1], [2]

__LINE__変数, [1], [2]

A

AL32UTF8キャラクタ・セット, [1]

anyco.php
DB接続の追加, [1]

「Employees」ページ, [1]

「Employees」ページおよび「Departments」ページ, [1]

PL/SQLファンクションのコール, [1]

イメージの挿入, [1]

インクルード・ファイル, [1]

エラー処理, [1], [2]

作成, [1]

実行する問合せ, [1]

従業員ではなく部門, [1]

従業員レコードの更新, [1]

従業員レコードの構築, [1]

従業員レコードの削除, [1]

従業員レコードの挿入, [1]

使用可能なデータベース接続, [1]

すべての行のフェッチ, [1]

説明, [1]

テスト, [1], [2], [3], [4], [5], [6], [7], [2], [3], [4], [5], [6], [7], [8], [9]
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データ操作ロジック, [1]

デフォルト部門の取得, [1]

問合せの置換え, [1]

問合せの実行, [1]

ナビゲーション, [1]

バインド変数, [1]

バインド変数の使用, [1]

ページ・タイトルの出力, [1]

AnyCo Corp

チュートリアル・アプリケーション, [1]

AnyCo Corpのチュートリアル, [1]

anyco_cn.inc

作成, [1]

説明, [1]

anyco_db.inc

anyco.phpへのインクルード, [1]

PL/SQLパッケージ・プロシージャのコール, [1]

エラーの戻し, [1]

エラー・パラメータの受渡し, [1]

エラー表示の抑止, [1]

エラー変数の戻し, [1]

作成, [1]

サブセットの問合せ, [1]

サムネイル・イメージの作成, [1]

サムネイル・イメージの挿入, [1]

出力タイプの選択, [1], [2]

すべての関数からのエラーの戻し, [1]

説明, [1]

テスト, [1]

データ操作文の実行, [1]

バインド変数のコール, [1]

バインド変数の変更, [1]

anyco_im.php

作成, [1]

従業員イメージの表示, [1]

説明, [1]

anyco_ui.inc

anyco.phpへのインクルード, [1]

HTML表の従業員データ, [1]

インクルード, [1]

エラーの出力, [1]

拡張, [1]

関数, [1]

結果の書式設定, [1]

作成, [1], [2]

従業員imgタグの生成, [1]

従業員イメージのアップロード, [1]
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従業員イメージの列の追加, [1]

従業員データ用HTMLフォームの生成, [1]

従業員データ用のHTMLフォーム, [1]

従業員の報酬の列の追加, [1]

従業員レコードの更新, [1]

説明, [1]

ナビゲーションの追加, [1]

変更のテスト, [1]

Apache

httpd.conf構成ファイル, [1]

Linuxでのインストールのテスト, [1]

public_html, [1]

public_htmlの作成, [1]

Windowsでのインストールのテスト[1]

再起動, [1]

Apacheの再起動, [1]

Apacheのパブリック仮想ディレクトリ, [1]

array_push()関数, [1]

B

BLOB
従業員イメージの格納, [1]

C

calc_remuneration()関数, [1]

charsetパラメータ, [1]

construct_departments()関数, [1], [2], [3], [4], [5]

construct_employees()関数, [1], [2], [3], [4]

construct_image()関数, [1]

construct_insert_emp()関数, [1], [2]

construct_modify_emp()関数, [1]

Content-type, [1]

COUNTRIES表, [1]

cv_types.et_employees()プロシージャ, [1]

D

date()関数, [1]

db_do_query()関数, [1], [2], [3], [4], [5], [6], [7], [8], [9]

db_error()関数, [1], [2], [3], [4]

db_execute_statement()関数, [1], [2], [3]

db_get_employees_rc()関数, [1]

db_get_page_data()関数, [1], [2], [3], [4], [5]

db_insert_thumbnail()関数, [1], [2], [3]

delete_emp()関数, [1]

DEPARTMENTS表, [1], [2], [3], [4]
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「Departments」ページ
「Employees」との結合, [1]

拡張, [1]

department_id変数, [1]

deptidパラメータ, [1]

DIDバインド変数, [1], [2], [3]

display_errorsディレクティブ, [1]

do_query()関数, [1]

E

EMPLOYEES表, [1], [2], [3], [4], [5], [6], [7]

「Employees」ページ, [1]

「Departments」との結合, [1]

拡張, [1]

作成, [1]

EMPLOYEE_PHOTOS表, [1], [2]

enctype属性, [1]

error_reportingディレクティブ, [1]

false文の戻し, [1]

F

FIRSTバインド変数, [1]

G

GDグラフィックス拡張モジュール, [1]

get_dept_name()関数, [1]

H

header()関数, [1]

hello.php
PHPインストールのテスト, [1]

HRアカウントのロック解除, [1], [2]

HTML

カスケード・スタイルシート, [1]

従業員データの出力, [1]

従業員データ用フォームの生成, [1]

従業員データを含むフォーム, [1]

ページ・エンコーディング, [1], [2], [3], [4]
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chap1_phpapp_001.gifは、6個のテキスト・ボックスを2列に3つずつ示しています。各ボックスは、チュートリアル・アプリケーショ
ンのファイルを表しています。いずれのボックスにも、各ファイルの説明が記載されています。各ボックスは矢印の付いた線で結ば
れています。

左側の列には、上から順に次のボックスがあります。

anyco.php

ページ・リクエストを管理するためのフォーム・ハンドラ（コントローラ）が提供されている初期ページ。

anyco_ui.inc

ユーザー・インタフェース・ロジック: HTMLフォームおよびデータベース・データをHTML表に表示するPHPコードが記述されているイ
ンクルード・ファイル。anyco.phpを指している線があります。別の線がstyle.cssから指されています。3つ目の破線がanyco_im.php
を指してます。

style.css

HTML表示を管理するカスケード・スタイルシート（CSS）・ファイル。

右側の列には、上から順に次のボックスがあります。

anyco_cn.inc

デフォルトのデータベース接続情報を定義するインクルード・ファイル。ユーザー名、パスワードおよびデータベース接続識別子が
記述されています。anyco.phpを指している線があります。

anyco_db.inc

モデル・ロジック: データベース接続を作成し、問合せおよびデータ操作文を実行するデータベース・ロジックが記述されているイ
ンクルード・ファイル。anyco.phpを指している線があります。

anyco_im.php

<img>タグで参照されるPHPスクリプトで、指定した従業員のデータベース列からイメージを取得し、ブラウザに送信して表示しま
す。
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chap2_unlock.gifは、SQL DeveloperのSQLワークシートを示しています。

「Enter SQL Statement」ペインには、次のテキストが含まれています。

alter user hr account unlock;
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chap2_install_013.gifは、ブラウザに表示されたApacheテスト・ページを示しています。ページ最上部の段落には、次のテキストが
あります。

If you can see this, it means that the installation of the Apache HTTP Server software on this system was successful.
You may now add content to this directory and replace this page.

この段落のすぐ下に、水平行の区切りに続いて、「Seeing this instead of the website you expected?」というヘッダーがありま
す。その下に次の段落があります。

This page is here because the site administrator has changed the configuration of this web server.Please contact the 
person responsible for maintaining this server with questions.The Apache Software Foundation, which wrote the web 
server software this site administrator is using, has nothing to do with maintaining this site and cannot help resolve 
configuration issues.

この段落のすぐ下に、もう1つの水平行の区切りに続いて、次の段落があります。

The Apache documentation has been included with this distrubution.（documentationがハイパーリンクされています）

You are free to use the image below on an Apache-powered web server.Thanks for using Apache!

この下に、次の語を含むロゴ・イメージがあります。

Powered by Apache
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chap2_install_001.gifは、ブラウザに表示されたRed Hat Enterprise Linuxテスト・ページを示しています。ページのタイトルは
「Red Hat Enterprise Linux Test Page」です。タイトルのすぐ下に次の段落があります。

This page is used to test the proper operation of the Apache HTTP server after it has been installed.If you can read 
this page, it means that the Apache HTTP server installed at this site is working properly.

次のヘッダーの下に、この後実行できる操作を示すコメントがあります。

●     If you are a member of the general public

●     If you are the website administrator
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chap2_install_002.gifは、端末ウィンドウを示しています。手順3の説明に従って端末に入力したコマンドが表示されています。
カーソルは新しい行上にあります。

106



chap2_install_003.gifは、端末ウィンドウを示しています。手順4の説明に従って端末に入力したコマンドが表示されています。
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chap2_hello_001.gifは、「Hello, world!」というテキストが表示されているブラウザの画面を示しています。
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chap3_test_install_005.gifは、「Departments」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ページの本体とヘッダー
およびフッターを区切る2本の水平線があります。本体には何も含まれていません。

ページのフッターの左側には日付2005-09-27および時間12:55:02、右側にはAny Co.が表示されています。
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chap3_db_connect_001.gifは、「Departments」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下には水平線があります。次に、8
行4列の表があります。列にヘッダーはありません。各列に、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「200」、「1700」

「20」、「Marketing」、「201」、「1800」

「30」、「Purchasing」、「114」、「1700」

「40」、「Human Resources」、「203」、「2400」

「50」、「Shipping」、「121」、「1500」

「60」、「IT」、「103」、「1400」

「70」、「Public Relations」、「204」、「2700」

「80」、「Sales」、「145」、「2500」
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chap4_db_connect_002.gifは、「Departments」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体を
区切る水平線があります。次に、2行4列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Manager ID」、「Location ID」

データ行には、次のデータが含まれています。

「80」、「Sales」、「145」、「2500」

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-09-30および時間11:50:00、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap4_db_connect_003.gifは、「Departments」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体を
区切る水平線があります。次に、2行4列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Manager ID」、「Location ID」

データ行には、次のデータが含まれています。

「80」、「Sales」、「145」、「2500」

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-09-30および時間14:42:50、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap4_db_nagivation_001.gifは、「Department」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体
を区切る水平線があります。次に、2行4列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Manager ID」、「Location ID」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「200」、「1700」

これらのデータの下には、「<Previous」および「Next>」というラベルの付いた2つのボタンがあります。マウス・カーソルは、
「Next>」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-02および時間22:58:19、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap4_db_nagivation_002.gifは、「Department」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体
を区切る水平線があります。次に、2行4列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Manager ID」、「Location ID」

データ行には、次のデータが含まれています。

「20」、「Marketing」、「201」、「1800」

これらのデータの下には、「<Previous」および「Next>」というラベルの付いた2つのボタンがあります。マウス・カーソルは、
「<Previous」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-02および時間22:59:10、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap4_db_nagivation_003.gifは、「Department」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体
を区切る水平線があります。次に、2行4列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Manager ID」、「Location ID」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「200」、「1700」

これらのデータの下には、「<Previous」および「Next>」というラベルの付いた2つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-02および時間22:59:29、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap4_enhance_dept_001.gifは、「Department」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体を
区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「4」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「<Previous」および「Next>」というラベルの付いた2つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-03および時間10:56:55、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap4_basic_emp_001.gifは、「Employees」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体を区切
る水平線があります。次に、9行5列の表があります。列ヘッダーは次のとおりです。

「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」

データ行には、次のデータが含まれています。

「100」、「S. King」、「17-JUN-87」、「24,000.00」、「0」

「101」、「N. Kochhar」、「21-SEP-89」、「17,000.00」、「0」

「102」、「L. De Haan」、「13-JAN-93」、「17,000.00」、「0」

「103」、「A. Hunold」、「03-JAN-90」、「9,000.00」、「0」

「104」、「B. Ernst」、「21-MAY-91」、「6,000.00」、「0」

「105」、「D. Austin」、「25-JUN-97」、「4,800.00」、「0」

「106」、「V. Pataballa」、「05-FEB-98」、「4,800.00」、「0」

「107」、「D. Lorentz」、「07-FEB-99」、「4,200.00」、「0」

「108」、「N. Greenberg」、「17-AUG-94」、「12,000.00」、「0」
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chap5_test_emp_001.gifは、「Employees」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページの本体を区切
る水平線があります。次に、9行6列の表があります。列ヘッダーは次のとおりです。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「100」、「S. King」、「17-JUN-87」、「24,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「101」、「N. Kochhar」、「21-SEP-89」、「17,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「102」、「L. De Haan」、「13-JAN-93」、「17,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「103」、「A. Hunold」、「03-JAN-90」、「9,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「104」、「B. Ernst」、「21-MAY-91」、「6,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「105」、「D. Austin」、「25-JUN-97」、「4,800.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「106」、「V. Pataballa」、「05-FEB-98」、「4,800.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「107」、「D. Lorentz」、「07-FEB-99」、「4,200.00」、「0」

118



chap5_test_emp_002.gifは、Webページの最下部を示しています。6行6列の表があります。

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「201」、「M. Hartstein」、「17-FEB-96」、「13,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「202」、「P. Fay」、「17-Aug-97」、「8,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「203」、「S. Mavris」、「07-JUN-94」、「6,500.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「204」、「H. Baer」、「07-JUN-94」、「10,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「205」、「S. Higgins」、「07-JUN-94」、「12,000.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「206」、「W. Gietz」、「07-JUN-94」、「8,300.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」および「Insert new employee」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:28:34、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_003.gifは、Webページの最下部を示しています。1行6列の表があります。

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「206」、「W. Gietz」、「07-JUN-94」、「8,300.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」および「Insert new employee」というラベルの付いた3つのボタンがあります。
マウス・カーソルは、「Insert new employee」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:28:34、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_004.gifは、「Insert New Employee」というタイトルのWebフォームを示しています。すぐ下に、ヘッダーとフォー
ムの本体を区切る水平線があります。次に、フォーム・ラベルおよび入力フィールドで構成されている7行2列の表があります。左側
の列のフィールド・ラベルは次のとおりです。

「Department ID」、「First Name」、「Last Name」、「Hiredate」、「Job」、「Salary」、「Commission (%)」

2つ目の列の入力フィールドには、次の値が含まれています。

「10」、「James」、「Bond」、「04-OCT-05」、「Programmer」、「7000」、「0」

これらのフィールドの下には、「Save」および「Cancel」というラベルの付いた2つのボタンがあります。マウス・カーソルは、
「Save」ボタンを指しています。

すぐ下に、フォームの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:31:27、右側に
はAny Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_005.gifは、Webページの最下部を示しています。2行6列の表があります。

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「206」、「W. Gietz」、「07-JUN-94」、「8,300.00」、「0」

選択解除されたラジオ・ボタン、「248」、「J. Bond」、「04-OCT-05」、「7,000.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」および「Insert new employee」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:40:42、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_006は、Webページの最下部を示しています。2行6列の表があります。

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「206」、「W. Gietz」、「07-JUN-94」、「8,300.00」、「0」

選択されたラジオ・ボタン、「248」、「J. Bond」、「04-OCT-05」、「7,000.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」および「Insert new employee」というラベルの付いた3つのボタンがあります。
マウス・カーソルは、「Modify」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:40:42、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_007.gifは、「Modify Employee」というタイトルのWebフォームを示しています。すぐ下に、ヘッダーとフォームの
本体を区切る水平線があります。次に、フォーム・ラベルおよび入力フィールドで構成されている6行2列の表があります。左側の列
のフィールド・ラベルは次のとおりです。

「Employee ID」、「First Name」、「Last Name」、「Email Address」、「Salary」、「Commission (%)」

2つ目の列の最初の入力フィールドである「Employee ID」の値は、編集不可能で、248という値が入力されています。

2つ目の列の残りの入力フィールドには、次の値が入力されています。

「James」、「Bond」、「JBOND」、「7100」、「0」

これらのフィールドの下には、「Save」および「Cancel」というラベルの付いた2つのボタンがあります。マウス・カーソルは、
「Save」ボタンを指しています。

すぐ下に、フォームの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:45:04、右側に
はAny Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_008.gifは、Webページの最下部を示しています。1行6列の表があります。

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「248」、「J. Bond」、「04-OCT-05」、「7,000.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」および「Insert new employee」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:47:38、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_009.gifは、Webページの最下部を示しています。1行6列の表があります。

データ行には、次のデータが含まれています。

選択されたラジオ・ボタン、「248」、「J. Bond」、「04-OCT-05」、「7,000.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」および「Insert new employee」というラベルの付いた3つのボタンがあります。
マウス・カーソルは、「Delete」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:47:38、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_test_emp_010.gifは、Webページの最下部を示しています。1行6列の表があります。

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「206」、「W. Gietz」、「07-JUN-94」、「8,300.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」および「Insert new employee」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-04および時間13:52:19、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_combine_deptemp_001.gifは、「Department: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッ
ダーとページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「1」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「<Previous」、「Next>」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間14:20:14、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_combine_deptemp_002.gifは、「Employees: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッ
ダーとページの本体を区切る水平線があります。次に、2行6列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「200」、「J. Whalen」、「17-Sep-87」、「4,400.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間14:24:45、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_err_handling_001.gifは、「Department: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダー
とページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「1」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「<Previous」、「Next>」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。マウ
ス・カーソルは、「Next>」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間16:33:20、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_err_handling_002.gifは、「Department: Accounting」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーと
ページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「110」、「Accounting」、「2」、「S. Higgins」、「United States of America」

これらのデータの下には、「<Previous」、「Next>」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。マウ
ス・カーソルは、「Next>」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間16:34:07、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_err_handling_003.gifは、「Department: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダー
とページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「1」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「<Previous」、「Next>」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。マウ
ス・カーソルは、「Show Employees」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間16:37:29、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_err_handling_004.gifは、「Employees: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダー
とページの本体を区切る水平線があります。次に、2行6列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「200」、「J. Whalen」、「17-Sep-87」、「4,400.00」、「0」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。マウス・カーソルは、「Insert new employee」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間16:37:54、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap5_err_handling_005.gifは、「Insert New Employee」というタイトルのWebフォームを示しています。すぐ下に、ヘッダーと
フォームの本体を区切る水平線があります。次に、フォーム・ラベルおよび入力フィールドで構成されている7行2列の表がありま
す。左側の列のフィールド・ラベルは次のとおりです。

「Department ID」、「First Name」、「Last Name」、「Hiredate」、「Job」、「Salary」、「Commission (%)」

2つ目の列の入力フィールドには、次の値が含まれています。

「99」、「New」、「Person」、「10-OCT-05」、「Accountant」、「1000」、「0」

これらのフィールドの下には、「Save」および「Cancel」というラベルの付いた2つのボタンがあります。マウス・カーソルは、
「Save」ボタンを指しています。

すぐ下に、フォームの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間16:38:06、右側に
はAny Co.が表示されています。
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chap5_err_handling_006.gifは、「Department 99 does not yet exist」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、
ヘッダーとページの本体を区切る水平線があります。その下に、次のエラー・メッセージがあります。

Error at line 86 of /home/gstokol/public_html/chap5/anyco_db.inc

ORA-02291: Integrity constraint (HR.EMP_DEPT_FK) violated - parent key not found

エラー・メッセージの下には、「Return to Departments」というラベルの付いたボタンがあります。マウス・カーソルは、
「Return to Departments」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間16:39:15、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap6_hrgrantproc.gifは、SQL DeveloperでのSQLワークシートを示しています。「Enter SQL Statement」ペインには、文が含まれ
ています。

grant create procedure to hr;

「Script Output」ペインには、メッセージが含まれています。

grant create succeeded.
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chap6_hrcalcrem.gifは、SQL DeveloperでのSQLワークシートを示しています。

「Enter SQL statement」ペインには、文が含まれています。

create or replace function calc_remuneration(
  salary IN number, commission_pct IN number) return number is
begin
  return ((salary * 12) + (salary * 12 * nvl(commission_pct,0)));
end;

「Script Output」ペインには、メッセージが含まれています。

function calc_remuneration(  Compiled.
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chap6_stored_proc_test_001.gifは、「Department: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッ
ダーとページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「1」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「Previous」、「Next」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間22:12:54、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap6_stored_proc_test_002.gifは、「Employees: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッ
ダーとページの本体を区切る水平線があります。次に、2行7列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」、「Remuneration」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「200」、「J. Whalen」、「17-Sep-87」、「4,400.00」、「0」、「52,800.00」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間22:14:31、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap6_hrcreatepack.gifは、SQL DeveloperでのSQLワークシートを示しています。

「Enter SQL statement」ペインには、文が含まれています。

CREATE OR REPLACE PACKAGE cv_types AS
  TYPE empinfotyp IS REF CURSOR;
  PROCEDURE get_employees(deptid in number,
                          employees in out empinfotyp);
END cv_types;

「Script Output」ペインには、メッセージが含まれています。

Package cv_types Compiled.
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cchap6_hrreatebody.gifは、SQL DeveloperでのSQLワークシートを示しています。

「Enter SQL statement」ペインには、文が含まれています。

CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY cv_types AS
  PROCEDURE get_employees(deptid in number,
                          employees in out empinfotyp)
  IS
  BEGIN
    OPEN employees FOR
      SELECT employee_id,
        substr(first_name,1,1) || '. '|| last_name as employee_name,
        hire_date,
        to_char(salary, '999G999D99') as salary,

「Script Output」ペインには、メッセージが含まれています。

Package Body Compiled.
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chap6_refcursor_005.gifは、「Department: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーと
ページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「1」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「Previous」、「Next」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間23:27:47、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap6_refcursor_006.gifは、「Department: Marketing」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページ
の本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「20」、「Marketing」、「2」、「M. Hartstein」、「Canada」

これらのデータの下には、「Previous」、「Next」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間23:28:36、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap6_refcursor_007.gifは、「Employees: Marketing」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとページ
の本体を区切る水平線があります。次に、3行7列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」、「Remuneration」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「201」、「M. Hartstein」、「17-Feb-96」、「13,000.00」、「0」、「156,000.00」

選択解除されたラジオ・ボタン、「202」、「P. Fay」、「17-Aug-97」、「6,000.00」、「0」、「72,000.00」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-10および時間23:30:32、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap7_createtable.gifは、SQL DeveloperでのSQLワークシートを示しています。

「Enter SQL Statement」ペインには、文が含まれています。

CREATE TABLE employee_photos(
  employee_id        NUMBER,
  employee_thumbnail BLOB);

「Script Output」ペインには、メッセージが含まれています。

CREATE TABLE Succeeded.
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chap7_loadimg_005.gifは、「Department: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーと
ページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「1」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「Previous」、「Next」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間11:18:29、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap7_loadimg_006.gifは、「Employees: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとペー
ジの本体を区切る水平線があります。次に、2行8列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」、「Remuneration」、
「Photograph」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「200」、「J. Whalen」、「17-Sep-87」、「4,400.00」、「0」、「52,800.00」、「Employee 
photo」(テキスト)

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間11:19:31、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap7_loadimg_007.gifは、「Insert New Employee」というタイトルのWebフォームを示しています。すぐ下に、ヘッダーとフォーム
の本体を区切る水平線があります。次に、フォーム・ラベルおよび入力フィールドで構成されている8行2列の表があります。左側の
列のフィールド・ラベルは次のとおりです。

「Department ID」、「First Name」、「Last Name」、「Hiredate」、「Job」、「Salary」、「Commission (%)」、「Photo」

2つ目の列の入力フィールドには、次の値が含まれています。

「10」、「Glenn」、「Stokol」、「11-OCT-05」、「Programmer」、「8000」、「0」、NULL

「Photo」入力フィールドの右側に、「Browse」ボタンがあります。マウス・カーソルは、「Browse」ボタンを指しています。

これらのフィールドの下には、「Save」および「Cancel」というラベルの付いた2つのボタンがあります。

すぐ下に、フォームの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間11:21:05、右側に
はAny Co.が表示されています。
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chap7_loadimg_008.gifは、「File Upload」ダイアログ・ボックスを示しています。右側に、public_htmlディレクトリのコンテンツ
を表示していることが示されています。ファイルnewemp.jpgが選択されています。マウス・カーソルは、「Open」ボタンを指してい
ます。

149



chap7_loadimg_022.gifは、「Insert New Employee」というタイトルのWebフォームを示しています。すぐ下に、ヘッダーとフォーム
の本体を区切る水平線があります。次に、フォーム・ラベルおよび入力フィールドで構成されている8行2列の表があります。左側の
列のフィールド・ラベルは次のとおりです。

「Department ID」、「First Name」、「Last Name」、「Hiredate」、「Job」、「Salary」、「Commission (%)」、「Photo」

2つ目の列の入力フィールドには、次の値が含まれています。

「10」、「Chris」、「Jones」、「11-OCT-05」、「Marketing Manager」、「9000」、「0」、NULL

「Photo」入力フィールドの右側に、「Browse」ボタンがあります。

これらのフィールドの下には、「Save」および「Cancel」というラベルの付いた2つのボタンがあります。マウス・カーソルは、
「Save」ボタンを指しています。

すぐ下に、フォームの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間12:32:04、右側に
はAny Co.が表示されています。
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chap7_loadimg_009.gifは、「Employees: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとペー
ジの本体を区切る水平線があります。次に、3行8列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」、「Remuneration」、
「Photograph」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「200」、「J. Whalen」、「17-Sep-87」、「4,400.00」、「0」、「52,800.00」、「Employee 
photo」(テキスト)

選択解除されたラジオ・ボタン、「209」、「G. Stokol」、「11-Sep-05」、「8,000.00」、「0」、「96,000.00」、「Employee 
photo」（イメージ）

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間12:27:16、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap7_loadimg_018.gifは、「Department: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーと
ページの本体を区切る水平線があります。次に、2行5列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

「Department ID」、「Department Name」、「Number of Employees」、「Manager Name」、「Location」

データ行には、次のデータが含まれています。

「10」、「Administration」、「2」、「J. Whalen」、「United States of America」

これらのデータの下には、「Previous」、「Next」および「Show Employees」というラベルの付いた3つのボタンがあります。マウ
ス・カーソルは、「Show Employees」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間12:29:43、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap7_loadimg_019.gifは、「Employees: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとペー
ジの本体を区切る水平線があります。次に、3行7列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」、「Remuneration」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「200」、「J. Whalen」、「17-Sep-87」、「4,400.00」、「0」、「52,800.00」、「Employee 
photo」(テキスト)

選択解除されたラジオ・ボタン、「209」、「G. Stokol」、「11-Sep-05」、「8,000.00」、「0」、「96,000.00」

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。マウス・カーソルは、「Insert new employee」ボタンを指しています。

すぐ下に、ページの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間12:30:46、右側には
Any Co.が表示されています。
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chap7_loadimg_020.gifは、「Insert New Employee」というタイトルのWebフォームを示しています。すぐ下に、ヘッダーとフォーム
の本体を区切る水平線があります。次に、フォーム・ラベルおよび入力フィールドで構成されている8行2列の表があります。左側の
列のフィールド・ラベルは次のとおりです。

「Department ID」、「First Name」、「Last Name」、「Hiredate」、「Job」、「Salary」、「Commission (%)」、「Photo」

2つ目の列の入力フィールドには、次の値が含まれています。

「10」、「Chris」、「Jones」、「11-OCT-05」、「Marketing Manager」、「9000」、「0」、NULL

「Photo」入力フィールドの右側に、「Browse」ボタンがあります。マウス・カーソルは、「Browse」ボタンを指しています。

これらのフィールドの下には、「Save」および「Cancel」というラベルの付いた2つのボタンがあります。

すぐ下に、フォームの本体とフッターを区切る水平線があります。フッターの左側には日付2005-10-11および時間12:32:04、右側に
はAny Co.が表示されています。

154



chap7_loadimg_021.gifは、「File Upload」ダイアログ・ボックスを示しています。右側に、public_htmlディレクトリのコンテンツ
を表示していることが示されています。ファイルnewemp.jpgが選択されています。マウス・カーソルは、「Open」ボタンを指してい
ます。
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chap7_loadimg_023.gifは、「Employees: Administration」というタイトルのWebページを示しています。すぐ下に、ヘッダーとペー
ジの本体を区切る水平線があります。次に、4行8列の表があります。最初の行には、次の列ヘッダーが含まれています。

ヘッダーなし、「Employee ID」、「Employee Name」、「Hiredate」、「Salary」、「Commission (%)」、「Remuneration」、
「Photograph」

データ行には、次のデータが含まれています。

選択解除されたラジオ・ボタン、「200」、「J. Whalen」、「17-Sep-87」、「4,400.00」、「0」、「52,800.00」、「Employee 
photo」(テキスト)

選択解除されたラジオ・ボタン、「209」、「G. Stokol」、「11-Sep-05」、「8,000.00」、「0」、「96,000.00」、「Employee 
photo」（イメージ）

選択解除されたラジオ・ボタン、「210」、「C. Jones」、「11-Oct-05」、「9,000.00」、「0」、「108,000.00」、「Employee 
photo」(サムネイル・イメージ)

これらのデータの下には、「Modify」、「Delete」、「Insert new employee」および「Return to Departments」というラベルの付
いた4つのボタンがあります。
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